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● 令和８年度まちの予算の概要● 令和８年度まちの予算の概要

● 積丹町老人クラブ連合会「交流会」● 積丹町老人クラブ連合会「交流会」

● 令和８年積丹町議会第１回臨時会・定例会● 令和８年積丹町議会第１回臨時会・定例会

● 町内小中学校で卒業式　～最高の仲間たち、ありがとう～● 町内小中学校で卒業式　～最高の仲間たち、ありがとう～
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まちの予算の概要まちの予算の概要令和８年度令和８年度

一 般 会 計 35億   784万 8千円（前年度比 6.0％、1億9,715万 3千円増）

特 別 会 計   3億3,467万 6千円（前年度比  0.7％、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　231万円減）

合 計  38億4,252万 4千円（前年度比   5.3％、1億9,484万 3千円増）

公営企業会計   2億7,644万 9千円（前年度比   1.7％、       478万1千円減）

　　　　　　　　　　　　区分
 会計別

令和８年度

予算額

令和７年度

当初予算額

比　較
備　考

増減額 増減率（％）

一 般 会 計 3,507,848 3,310,695 197,153 6.0 他会計繰出金  243,978

国民健康

保険事業

事 業 勘 定 116,205 123,857 ▲ 7,652 -6.2 一般会計繰入金 33,274

直 診 勘 定 99,415 99,805 ▲ 390 -0.4 〃　　　57,866

介 護 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 64,995 66,189 ▲ 1,194 -1.8 〃　　　41,259

後 期 高 齢 者 医 療 54,061 47,135 6,926 14.7 〃　　　18,762

特 別 会 計 合 計 334,676 336,986 ▲ 2,310 ▲ 0.7   　　  〃　 　151,161

合計（一般会計 + 特別会計 ) 3,842,524 3,647,681 194,843 5.3

特

別

会

計

( 千円）

自主

財
源

自主

財
源

依
存

財 源

依
存

財 源　74.74.
11 ％％

25.

25. 99
％％

地方交付税地方交付税
19 億 5,500 万円19 億 5,500 万円

55.55.77％％

町債町債
2億5,600万円 7.2億5,600万円 7.33％％

国庫支出金国庫支出金
1億 4,879 万 3千円 4.1 億 4,879 万 3千円 4.22％％

道支出金
1億 6,181 万 5 千円 4.4.66％％

地方譲与税
2,718 万 7 千円 0.8％

その他（依存財源）
5,109万1千円1.5％

町税町税
1億5,495万2 千円 4.1億5,495万2 千円 4.44％％

　

使用料及び手数料
3,831 万 1 千円 1.1％

分担金及び負担金
9,739 万 7 千円 2.8％

財産収入
1,923 万 4 千円 0.5％

その他（自主財源）
6,2786,278万 8千円 1.8％

歳 入
35億784万

8千円

繰入金
4億 1,956 万4 億 1,956 万 66千円 12.0％

一般会計予算の概要一般会計予算の概要

　歳入は、町税１億 5,495 万２千

円、地方交付税 19 億 5,500 万円

を見込み、地方債は、過疎対策事

業債、緊急防災・減災事業債、緊

急浚渫推進事業債、緊急自然災害

防止対策事業債など２億 5,600 万

円、基金繰入金４億 1,825 万７千

円などを計上しました。

　特に基金繰入金は、財政調整基

金と減債基金から総額約２億

8,800 万円、北海道市町村備荒資

金組合積立金 7,500 万円の取り崩

しのほか、個人及び企業版ふるさ

と納税寄附金約 4,100 万円の充当

活用などにより収支均衡を図りま

した。

令和８年度令和８年度 まちの予算の概要まちの予算の概要
“基金”取り崩し ４億 1,800 万円 (前年度比 7,100 万円・20％増）!!

公 営 企 業

会 計

簡 易 水 道 事 業 178,678 179,568 ▲ 890 ▲ 0.5 一般会計繰入金 42,436

集 落 排 水 事 業 97,771 101,662 ▲ 3,891 ▲ 3.8 〃　　　50,381

公 営 企 業 会 計 合 計 276,449 281,230 ▲ 4,781 ▲ 1.7 一般会計繰入金 92,817

寄附金
１億 1,571１億 1,571 万 4 千円 3.3％

＝ 町の「台所」の現状をみんなで考える元年に！ ＝
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義務的

経
費
 34.

義務的

経
費

34.
44％％

区　分
令和８年度

予算額

令和７年度

当初予算額
比　較

議 会 費 59,925 58,253 1,672   

総 務 費 1,219,554 1,305,723 ▲ 86,169

民 生 費 472,346 494,813 ▲ 22,467

衛 生 費 238,502 218,175 20,327

労 働 費 9,910 5,025 4,885

農林水産業費 297,716 171,895 125,821

商 工 費 85,159 93,329 ▲ 8,170

土 木 費 182,655 173,016 9,639

消 防 費 226,398 213,439 12,959

教 育 費 294,027 197,026 97,001

公 債 費 419,986 378,331 41,655

そ の 他 1,670 1,670 0

合 計 3,507,848 3,310,695 　197,153

（歳出款別表） （千円）

人件費人件費
6億 7,163 万 9 千円6億 7,163 万 9 千円

19.19.11％％

　　　公債費　　　公債費
　4億 1,997 万 6 千円　4億 1,997 万 6 千円
　　　12.　　　12.00％％

　　    扶助費　　    扶助費
　　1億 1,621 万 8 千円　　1億 1,621 万 8 千円
　　　　　3.　　　　　3.33％％

　　　投資的経費　　　投資的経費
　　　　3億 6,555 万 5 千円 3 億 6,555 万 5 千円 
　　　　 10.　　　　 10.44％％

※※物件費物件費
9億 3,602 万 1 千円9億 3,602 万 1 千円

26.26.77％％

　 補助費等　 補助費等
5億 3,867 万 4 千円5億 3,867 万 4 千円
　　　15.　　　15.44％％

　　　　繰出金　　　　繰出金
2億 4,397 万 8 千円2億 4,397 万 8 千円

7.7.00％％

　維持補修費　維持補修費
1億 3,614 万 4 千円 3.1 億 3,614 万 4 千円 3.99％％

そ

の
他
経
費
 5
5.

そ

の
他
経
費

55
.
22 ％％

投
資
的

投
資
的

経
費

経
費

1010
..
44％％

その他その他
7,964 万円 3千円 2.7,964 万円 3千円 2.33％％

※物件費：旅費、需用費、委託料等消費的性質の経費

■行政経費の自然増や社会保障関係費、

公債償還利子、特別会計等への繰出金の

増大により一般会計歳出予算の規模が膨

らみ、義務的経費や固定的な経費が地方

交付税交付金収入を超えています。

　一方、町民税、固定資産税等の町税収

入の大幅増が見込めない実情にあり、町

独自施策のための財源に余裕がない台所

事情（財政構造）が続いています。

会計 事業名 事業費

一
般
会
計

地域経済循環創造事業 25,000

物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金事業
57,562

分収造林事業 12,700

地籍調査事業 30,200

合　　計 125,462

（令和７年度予算を
繰り越して実施する事業）（千円）

（性質別内訳）

（注）これらの事業に係る歳入財源は、令和８年度へ

　 繰越留保されます。

歳 出
35億784万

8千円

区　分
令和８年度

予算額

令和７年度

当初予算額
比　較

町 税 154,952 152,019 2,933   

地 方 贈 与 税 27,187 28,370 ▲ 1,183

利 子 割 交 付 金 55 55 0

配 当 割 交 付 金 500 500 0

株式等譲渡所得割交付金 400 400 0

法人事業税交付金 2,000 2,000 0

地方消費税交付金 45,000 45,000 0

環境性能割交付金 1 2,000 ▲ 1,999

地方特例交付金 3,135 500 2,635

地 方 交 付 税 1,955,000 1,873,000 82,000

分担金及び負担金 97,397 30,994 66,403

使用料及び手数料 38,311 41,843 ▲ 3,532

国 庫 支 出 金 148,793 314,286 ▲ 165,493

道 支 出 金 161,815 100,818 60,997

財 産 収 入 19,234 17,603 1,631

寄 附 金 115,714 86,273 29,441

繰 入 金 419,566 348,642 70,924

繰 越 金 1 1 0

諸 収 入 62,787 59,091 3,696

町 債 256,000 207,300 48,700

合 計 3,507,848 3,310,695 　197,153

（歳入款別表） （千円）

町の 「台所」 の現状
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町制施行 70 周年記念事業 〔新規〕　　 　　90 万円

積丹町空き家計画策定実態調査　　　　 400 万円
委託事業 〔新規〕

空き家計画作成のため、空き家数量、状態などの実態調査
を実施

こども家庭センター開設準備事業 〔新規〕923 万円

　積丹応援団としての当町の出身や縁の深い方々による講演
や交流活動、記念品制作等

　妊産婦や子育て家庭への相談・支援を行うこども家庭セン
ター開設に向けた体制づくり
（相談・支援、各関係機関連携等を行うための移動手段の整
備及び相談室やこどもが待つスペースの設置）備及び相談室やこどもが待つスペースの設置）

や交流活動、記念品制作等

を実施

高齢者福祉施設改修事業　　　　　　　3,800 万円

　「やすらぎ」「のぞみ」の外壁改修（クラック補修・塗装）

水産資源放流増殖事業　　　　　　      299 万円
　ウニ（エゾバフンウニ）種苗放流及びヒラメ稚魚放流

鳥獣等被害防止対策事業［拡充］　　　 1,437 万円

　ヒグマ・エゾシカやトド・アザラシ等による農林水産業被害
対策及び密漁防止対策の実施対策及び密漁防止対策の実施

高等学校生徒通学費等補助事業［拡充］ 　744 万円

　高校生の通学・下宿等に係る費用負担を軽減（下宿代に係る
上限額を１カ月当たり月 2.5 万円から３万円へ増額）上限額を１カ月当たり月 2.5 万円から３万円へ増額）

Ｂ＆Ｇ海洋センターミーティング　　　　260 万円
ルームエアコン整備事業 〔新規〕

ミーティングルームエアコン１台を設置。

生活交通バス運行事業　　　　　　　　4,729 万円

　町地域公共交通活性化協議会（法定協議会）の運営経費及
び町生活交通バス（しゃこバス）運行経費び町生活交通バス（しゃこバス）運行経費

積丹町空き家計画策定実態調査　　　　
委託事業 〔新規〕

を実施を実施

地域おこし協力隊推進事業 　　　 1 億 2,163 万円
・隊員：20 名予定（R8.2 月末：12 名）
・インターン：10 名予定（R7 実績：６名）・インターン：10 名予定（R7 実績：６名）

地域おこし協力隊推進事業

学校給食センターエアコン　　　　　  1,420 万円
整備事業〔新規〕

　厨房内にエアコン３台設置

令和８年度令和８年度　主な事務・事業令和８年度令和８年度　主な事務・事業

美国小学校放射線防護対策施設　　　 2,050 万円
ダクト屋根設置事業 〔新規〕
　美国小学校放射線防護対策施設のダクト上に保護屋根設置

総務課総務課

企画課企画課

住民福祉課住民福祉課

農林水産課農林水産課

教育委員会教育委員会

神威岬灯台ＰＲ推進事業　　　  　　　　  110 万円
　神威岬灯台キャラクターのノベルティ等を作成し、観光Ｐ
Ｒに広く活用Ｒに広く活用

観光協会・商工会運営事業補助金　　　 2,512 万円

・積丹町商工会運営事業助成　　834 万円
・積丹観光協会運営事業助成　1,678 万円・積丹観光協会運営事業助成　1,678 万円

商工観光課商工観光課

河川緊急対策事業　　　　 　　　　　　　　 1,700 万円

・集落内普通河川の堆積土砂等の除去　　500 万円
・入舸川護岸補修（延長 60 ｍ）　　　　1,200 万円・入舸川護岸補修（延長 60 ｍ）　　　　1,200 万円

河川緊急対策事業 町道除排雪費　　　   　　　　　　　　 9,163 万円
　町内除排雪関連経費

建設課建設課

華
を
添
え
る

華
を
添
え
る

会
員
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

会
員
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業主な事務・事業
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 ー　まちの資源を生かすー　まちの資源を生かす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方創生を学ぶ　ー地方創生を学ぶ　ー           

積積
丹
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

(

奈
良
清
一
会
長
）
交
流
会

が
２
月
27
日
に
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
３
地
区
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各
老
人
ク
ラ
ブ
（
美
国

宝
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会
・
日
司
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
・
野
塚

悠
ゆ
う
会
）
か
ら
計
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名
が
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加
。
年
に

一
度
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、
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人
や
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人
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久
し
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り
に
声
を
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合
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、
懐
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し
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話
し
に
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咲
く
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楽
し
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会
話
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絶
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な
い
様

子
で
し
た
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積
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蒸
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積
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ト
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Ｄ
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＝
写
真
＝
）
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師
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株株

華
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る

華
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員
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

会
員
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

食
後
の
午
後
か
ら
は
、
会

員
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
交
流
会
を
盛
り

会会
上
げ
ま
し
た
。

　

出
番
前
に
は
「
緊
張
し
て
い
る
。
」

と
話
さ
れ
て
い
た
方
も
、
い
ざ
本
番

に
な
る
と
艶
や
か
な
踊
り
や
、
情
緒

深
い
歌
声
な
ど
普
段
か
ら
練
習
さ
れ

て
い
る
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
上
で
存
分

に
発
揮
し
、
会
場
は
、
大
き
な
拍
手

で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　①岩崎ＣＤОによる講演

　②㈱積丹スピリット従業員から直接ボタニカルの説明や調香体験

②②

①①

「
積
丹
町
の
山
と
海
で
造
る
ク
ラ
フ

ト
ジ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
、
新
た
な
町
の
活
性

化
資
源
づ
く
り
を
目
指
す
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
積
丹
Ｇ

ジ

Ｉ
Ｎン

構
想
』

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
翌
年
、
町
の

遊
休
農
地
（
旧
積
丹
牧
場
跡
地
）

で

ハ
ー
ブ
や
樹
木
の
栽
培
を
開
始
。
平

成
30
年
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家

に
よ
る
調
査
や
酒
類
総
合
研
究
所
と

共
同
開
発
を
始
め
る
な
ど
の
取
り
組

み
も
始
ま
り
、
同
年
３
月
に
㈱
積
丹

ス
ピ
リ
ッ
ト
が
設
立
。
ジ
ン
の
本
場

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
気
候
に
と
て
も

似
て
い
る
積
丹
半
島
の
植
生
を
生
か

し
、
酒
の
造
り
手
自
ら
が
植
物
の
栽

培
や
採
取
、
蒸
溜
ま
で
一
貫
し
て
携

わ
る
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
農
場
型

蒸
溜
所
（
フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ

リ
ー
）
の
工
程
に
よ
り
、
積
丹
の
風

土
を
生
か
し
た
、
自
然
に
寄
り
添
っ

た
酒
造
り
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

同
社
の
ジ
ン
は
、
人
を
温
め
る
だ

け
で
は
な
く
、
心
に
火
を
付
け
て

人
々
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
酒
で

あ
り
、
ジ
ン
と
い
う
「
風
」
を
受
け

　②㈱積丹スピリット従業員から直接ボタニカルの説明や調香体験

　①岩崎ＣＤОによる講演

て
積
丹
の
新
た
な
歴
史
や
文
化
を
つ

く
り
、
次
世
代
へ
と
受
け
継
ぐ
決
意

も
込
め
て
名
づ
け
た
「
火ほ

の
帆ほ

」
が
、

東
京
ウ
イ
ス
キ
ー
＆
ス
ピ
リ
ッ
ツ
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
２
２
で
金
賞

を
受
賞
し
、
地
域
創
生
モ
デ
ル
と
し

て
も
注
目
さ
れ
る
高
品
質
な
ジ
ン
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
２
０
２
４
年
に
は
北
海
道

の
食
と
食
文
化
発
展
へ
の
貢
献
を
た

た
え
る
「
小お

だ田
豊と

よ

四し

郎ろ
う

賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
積
丹
ジ
ン
の
誕
生
の

経
緯
か
ら
、
現
在
醸
造
し
て
い
る
お

酒
の
紹
介
ま
で
幅
広
く
紹
介
。
参
加

者
は
、
ジ
ン
の
試
飲
や
香
り
づ
け
に

使
っ
て
い
る
ハ
ー
ブ
な
ど
の
香
り
を

実
際
に
嗅
ぐ
体
験
を
す
る
な
ど
、
積

丹
町
の
新
た
な
資
源
の
魅
力
を
発
見

し
ま
し
た
。

※
Ｃ
Ｄ
Ｏ:

㈱
積
丹
ス
ピ
リ
ッ
ト
役
職
名

▲渋谷　俊一
▲渋谷　俊一さんさん

▲三上　勇雄
▲三上　勇雄さんさん

▼▼美国宝寿会【舞踊】伊勢音頭美国宝寿会【舞踊】伊勢音頭

積丹ジン蒸溜所の積丹ジン蒸溜所の
誕生から現状を紹介誕生から現状を紹介

（ 老人クラブ連合会交流会 ）（ 老人クラブ連合会交流会 ）
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教
育
委
員
会
で
は
、
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
情
報
通
信
環
境
を
構

築
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
に
全
児
童
生
徒
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
各

学
校
に
お
け
る
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
児
童
生
徒
用

小
中
学
校
児
童
生
徒
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新

　

こ
れ
ま
で
各
学
校
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
「
調
べ

学
習
」、
離
れ
た
場
所
の
子
ど
も
同

士
が
画
面
を
通
じ
て
学
習
・
交
流
す

る
「
遠
隔
教
育
」
、
写
真
や
動
画
な

ど
を
用
い
た
資
料
や
作
品
を
制
作
す

る
「
表
現
・
制
作
学
習
」
な
ど
が
実

践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
週
末
や
長
期
休
業
期
間
中

等
に
自
宅
へ
持
ち
帰
る
こ
と
で
家
庭

学
習
の
支
援
に
も
活
用
さ
れ
、
さ
ら

に
町
内
小
学
校
間
や
、
姉
妹
都
市
児

童
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
も
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

ー

３
学
期
か
ら
使
用
開
始

ー

　

耐
用
年
数
経
過
の
不
具
合
を
改
善

す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
全
て
の

端
末
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

３
学
期
か
ら
使
用
を
開
始
し
た
新

た
な
端
末
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
容
量
が

向
上
し
、
長
時
間
の
使
用
が
可
能
と

な
り
、
落
下
等
の
衝
撃
に
も
強
く
よ

り
使
い
や
す
い
機
種
と
な
り
ま
し

た
。

　

各
学
校
で
は
、
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

や
教
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
「
個
別

最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

の
一
体
的
な
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

▲新たなタブレット端末

　

２
月
13
日
～
20
日
、
昨
年
６
月
北
海
道
が
公
表
し
た

日
本
海
沿
岸
の
「
地
震
・
津
波
被
害
想
定
」
の
概
要
を

町
内
８
カ
所
（
神
岬
・
余
別
・
来
岸
・
日
司
・
野
塚
・

美
国
・
幌
武
意
・
入
舸
）
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
２
月
に
北
海
道
が
公
表
し
た
「
津
波
浸
水

想
定
区
域
」
と
、
町
が
平
成
30
年
２
月
に
公
表
し
た
「
各

地
区
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
」
を
振

り
返
り
、
津
波
浸
水
想
定
の
用
語
や
各
地
区
の
最
大
津

波
高
、
被
害
想
定
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
雨
・
風
を
し
の
げ
る
屋
根
の
あ

る
避
難
施
設
が
必
要
」「
車
で
の
避
難
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
」
「
避
難
タ
ワ
ー
建
設
の
予
定
の
有
無
」
な

ど
活
発
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
説
明
会
で
の
質
問
や
意
見
を
参
考
に
今
後

の
「
半
島
防
災
・
減
災
対
策
」
の
検
討
に
役
立
て
ま
す
。

令
和
８
年
５
月
下
旬
開
始
予
定

防
災
気
象
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
す
！

気
象
庁
の
避
難
情
報
指
針
で
は
、
５
段
階
の
警
戒
レ

ベ
ル
で
住
民
が
と
る
べ
き
行
動
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
川
氾
濫
、
大
雨
、
土
砂
災
害
及
び
高
潮
に
関
す
る

災
害
情
報
等
は
、
こ
れ
ま
で
警
戒
レ
ベ
ル
と
住
民
が
と

る
べ
き
行
動
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
災
害
種
別
ご
と
の
警
戒
レ
ベ
ル
と
住
民
が
と

る
べ
き
行
動
の
整
合
が
図
ら
れ
、
避
難
等
の
と
る
べ
き

行
動
が
わ
か
り
や
す
く
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
の
新
た
な
防
災
気
象
情
報
は
、
令
和
８
年
５

月
下
旬
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

【 新たな防災気象情報の一覧表 】

積
丹
半
島
の
防
災
・
減
災
対
策
を
知
ろ
う
！

日
本
海
「
地
震
・
津
波
被
害
想
定
」
説
明
会

　

２
月

日
本
海
沿
岸
の
「
地
震
・
津
波
被
害
想
定
」
の
概
要
を

町
内
８
カ
所
（
神
岬
・
余
別
・
来
岸
・
日
司
・
野
塚
・

美
国
・
幌
武
意
・
入
舸
）
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

平
成

想
定
区
域
」
と
、
町
が
平
成

地
区
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
」
を
振

り
返
り
、
津
波
浸
水
想
定
の
用
語
や
各
地
区
の
最
大
津

波
高
、
被
害
想
定
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
雨
・
風
を
し
の
げ
る
屋
根
の
あ

る
避
難
施
設
が
必
要
」「
車
で
の
避
難
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
」
「
避
難
タ
ワ
ー
建
設
の
予
定
の
有
無
」
な

ど
活
発
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
説
明
会
で
の
質
問
や
意
見
を
参
考
に
今
後

の
「
半
島
防
災
・
減
災
対
策
」
の
検
討
に
役
立
て
ま
す
。

積
丹
半
島
の
防
災
・
減
災
対
策
を
知
ろ
う
！

積
丹
半
島
の
防
災
・
減
災
対
策
を
知
ろ
う
！

日
本
海
「
地
震
・
津
波
被
害
想
定
」
説
明
会

日
本
海
「
地
震
・
津
波
被
害
想
定
」
説
明
会

令
和
８
年
５
月
下
旬
開
始
予
定

令
和
８
年
５
月
下
旬
開
始
予
定

令
和
８
年
５
月
下
旬
開
始
予
定

令
和
８
年
５
月
下
旬
開
始
予
定

防
災
気
象
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
す
！

防
災
気
象
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
す
！

ベ
ル
で
住
民
が
と
る
べ
き
行
動
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
川
氾
濫
、
大
雨
、
土
砂
災
害
及
び
高
潮
に
関
す
る

災
害
情
報
等
は
、
こ
れ
ま
で
警
戒
レ
ベ
ル
と
住
民
が
と

る
べ
き
行
動
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
災
害
種
別
ご
と
の
警
戒
レ
ベ
ル
と
住
民
が
と

る
べ
き
行
動
の
整
合
が
図
ら
れ
、
避
難
等
の
と
る
べ
き

行
動
が
わ
か
り
や
す
く
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
の
新
た
な
防
災
気
象
情
報
は
、
令
和
８
年
５

月
下
旬
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

令
和
８
年
５
月
下
旬
開
始
予
定

令
和
８
年
５
月
下
旬
開
始
予
定
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報
告
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
（
令
和
７
年
度
積
丹
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
）

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
、
専
決
処
分
に
よ
り
所
要

の
補
正
予
算
措
置
を
講
じ
た
の
で
、

承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

39
億
３
，
８
３
３
万
円
に
補
正
し
た

も
の
。

歳
入
は
、
総
務
費
国
庫
委
託

金
（
衆
議
院
議
員
選
挙
費
委
託
金
）

６
５
４
万
２
千
円
、
繰
越
金
（
前
年

　令和８年第１回町議会臨時会が２月25日に招集

され、報告２件、議案１件が審議され、同日閉会

しました。

　そのあらましについてお知らせします。

令和８年 第１回町議会臨時会

度
繰
越
金
）
20
万
円
を
増
額
。

歳
出
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費

６
７
４
万
２
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
６
７
４
万
２
千

円
を
追
加
。

（
承

　
　
認
）

報
告
第
２
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
に

つ
い
て
（
令
和
７
年
度
積
丹
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
））

　

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
費
及
び
除

排
雪
経
費
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
に

よ
り
補
正
予
算
措
置
を
講
じ
た
の

で
、
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

40
億
１
，
５
８
９
万
２
千
円
に
補
正

し
た
も
の
。

歳
入
は
、
総
務
費
国
庫
補
助

金
（
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）
５
，

５
６
８
万
４
千
円
、基
金
繰
入
金（
財

政
調
整
基
金
）
１
，
５
９
５
万
４
千

円
、
繰
越
金
（
前
年
度
繰
越
金
）

５
９
２
万
４
千
円
を
増
額
。

歳
出
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
費
５
，
７
５
６
万
２
千
円
、
道

路
除
雪
費
（
町
道
等
除
排
雪
業
務
委

託
料
）
２
，
０
０
０
万
円
を
増
額
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
の

専
決
処
分
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
７
，７
５
６
万
２
千
円
を
追
加
。

　

ま
た
、
総
務
費
（
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
）
に
つ
い
て
、
繰
越
明

許
費
の
設
定
に
よ
り
令
和
８
年
度
に

予
算
を
繰
り
越
し
て
事
業
を
実
施
す

る
も
の
。

（
承

　
　
認
）

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
計
画
事
業
概
要

は
、
令
和
８
年
「
広
報
し
ゃ
こ
た
ん
３
月

号
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

議
案
第
１
号

　
令
和
７
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
13
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

の
専
決
処
分
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
，０
２
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

40
億
４
，
６
０
９
万
２
千
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
、
地
籍
調
査

事
業
費
道
費
補
助
金
の
増
額
に
伴
う

所
要
の
追
加
予
算
措
置
を
講
ず
る
も

の
。

　

ま
た
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
に
よ

り
令
和
８
年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し

て
、
日
司
・
野
塚
地
区
及
び
西
河
・

来
岸
地
区
の
事
業
を
実
施
す
る
も

の
。歳

入
は
、
土
木
費
道
補
助
金

（
地
籍
調
査
事
業
道
補
助
金
）
２
，

１
２
４
万
１
千
円
、基
金
繰
入
金
（
財

政
調
整
基
金
）
８
９
５
万
９
千
円
を

増
額
す
る
も
の
。

歳
出
は
、
地
籍
調
査
事
業
費
（
日

司
・
野
塚
地
区
及
び
西
河
・
来
岸
地

区
）
３
，
０
２
０
万
円
を
増
額
す
る

も
の
。

（
原
案
可
決
）

議会ニュース
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　令和８年第１回町議会定例会が３月12日に招集さ

れ、報告２件、諮問１件、議案21件が審議され、同月

23日に閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

News議会ニュース

令和８年 第１回町議会定例会

■
今こ

ん
に
ち日

の
地
方
自
治
体
環
境
は
、
コ

ロ
ナ
禍
や
国
際
紛
争
、
激
甚
災
害
の

頻
発
、
国
防
、
経
済
、
物
価
高
騰
な

ど
国
難
の
影
響
が
続
く
中
で
、
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
、
高
齢
者
福

祉
・
子
育
て
支
援
等
社
会
保
障
費
の

増
大
、
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
更

新
費
用
の
顕
在
化
、
職
員
数
・
人
材

の
不
足
と
業
務
の
高
度
化
、
人
件

費
・
物
件
費
等
行
政
経
費
の
自
然
増
、

地
方
債
償
還
利
子
の
上
昇
、
制
度
改

革
に
伴
う
地
方
超
過
負
担
の
拡
大
な

ど
時と

き

の
輻ふ

く
そ
う輳

す
る
要
因
に
よ
り
、
税

収
財
源
の
乏
し
い
小
規
模
自
治
体
に

Ⅰ
．
は
じ
め
に

と
っ
て
、
財
政
的
に
も
人
的
に
も
余

力
の
な
い
局
面
に
入
り
、
こ
れ
ま
で

と
同
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

の
困
難
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
今
後
の
地
方
自
治
体
運
営
の
持
続

可
能
性
が
問
わ
れ
る
「
静
か
な
地
方

財
政
危
機
」
や
「
地
方
行
財
政
縮
小

の
時
代
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
情
勢

変
化
の
到
来
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
８
年
２
月
８
日
執
行
の
衆
議

院
解
散
総
選
挙
を
経
て
、
同
月
18
日

発
足
し
た
第
２
次
高
市
内
閣
は
、
責

任
あ
る
積
極
財
政
を
基
本
と
し
て
、

外
交
力
・
防
衛
力
・
経
済
力
・
技
術

力
・
情
報
力
・
人
材
力
な
ど
日
本
の

総
合
的
な
国
力
の
強
化
に
よ
り
「
日

本
列
島
を
強
く
豊
か
に
」
を
使
命
と

し
て
掲
げ
、
重
要
な
政
策
転
換
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
政
策
を
推
し

進
め
る
た
め
、
令
和
７
年
度
補
正
予

算
の
早
期
執
行
と
併
せ
て
、
２
月
18

日
召
集
の
第
２
２
１
回
特
別
国
会
で

の
令
和
８
年
度
国
家
予
算
の
年
度
内

成
立
に
よ
り
、
広
範
な
政
策
を
本
格

的
に
起
動
さ
せ
る
べ
く
国
会
審
議
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
私
た
ち
は
、
医
療
・
介
護
・
子
育

て
等
の
社
会
保
障
や
教
育
・
防
災
・

税
制
改
革
な
ど
の
重
要
政
策
予
算

が
、
今
後
の
地
方
自
治
体
の
新
た
な

財
政
負
担
や
身
近
な
国
民
生
活
と
国

民
負
担
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
、
ま

た
、
半
島
地
域
の
防
災
強
化
や
農
山

漁
村
・
過
疎
地
な
ど
条
件
不
利
地
域

の
地
方
活
性
化
に
機
動
的
に
生
か
せ

る
の
か
な
ど
、
今
後
の
関
連
政
策
予

算
の
動
向
と
国
会
論
議
の
行ゆ

く

え方
に
高

い
関
心
を
寄
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
基
本
方
針

⑴
「
自
治
体
財
政
の
将
来
を
共
に

　
考
え
る
元
年
」
に
つ
い
て

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
新
た

な
情
勢
変
化
期
を
迎
え
て
、
小
規

模
自
治
体
の
本
町
の
財
政
健
全
化

の
貴
重
な
道み

ち

の
り
の
教
訓
を
活
か

し
、
ま
た
、
本
町
の
財
政
構
造
の

現
状
を
踏
ま
え
た
「
町
民
の
給
付

と
負
担
」、
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受

益
者
負
担
の
水
準
」、「
税
・
税
外

収
入
の
収
納
率
の
強
化
」、「
地
方

債
発
行
の
平
準
化
」
の
あ
り
方
な

ど
、
時
代
の
潮
流
に
沿
っ
た
持
続

可
能
な
自
治
体
運
営
を
支
え
る
財

政
的
要
件
に
つ
い
て
、
行
政
と
議

会
と
町
民
が
共
に
考
え
る
元
年
、

令
和
８
年
・
２
０
２
６
年
に
し
た

Ⅱ
．
令
和
８
年
度

　
　
　

行
政
執
行
方
針

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
健
全
財
政
の
維
持
」

と
「
公
共
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

維
持
」
と
「
地
域
の
活
性
化
」
と

い
う
普
遍
的
な
３
つ
の
課
題
の
両

立
・
克
服
の
重
要
性
と
難
し
さ
に

対
す
る
一
層
の
認
識
を
深
め
、
町

民
へ
の
「
町ま

ち

の
『
限
ら
れ
た
自
主

財
源
の
効
果
的
な
活
用
』
と
『
多

様
な
行
政
施
策
』
の
現
状
と
課
題

の
見
え
る
化
」
の
情
報
発
信
の
強

化
に
庁
内
挙
げ
て
取
り
組
み
ま

す
。

⑵
令
和
８
年
度
主
要
施
策
の
推
進
に

　
あ
た
っ
て

　

「
半
島
防
災
」
や
「
地
域
未
来
戦

略
」、
「
気
候
変
動
」
な
ど
の
新
し
い

今
日
的
社
会
課
題
の
国
・
道
施
策
の

動
向
を
一
層
注
視
し
、

①
国
・
道
・
民
間
の
「
地
方
活
性
化

　

支
援
制
度
」
の
機
動
的
な
活
用

②
官
民
連
携
施
策
の
促
進

③
半
島
地
域
の
「
防
災
・
減
災
対
策
」

　

の
推
進

④
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
及
び

　

「
少
子
化
対
策
」
の
充
実

⑤
脱
炭
素
化
社
会
の
推
進

な
ど
を
目
指
し
、
各
分
野
の
主
要
な

事
務
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

小
規
模
自
治
体
・
農
山
漁
村
だ
か
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ら
こ
そ
で
き
る
「
自
治
力
」
、
「
財
政

力
」
、
「
行
政
力
」
の
発
揮
を
目
指

し
、
町ま

ち

の
外
と
内
の
視
点
の
融
合
か

ら
生
ま
れ
た
「
小
さ
な
官
民
連
携
の

輪わ

の
力
」
の
結
集
に
よ
る
町ま

ち

の
活
性

化
の
新
た
な
力
を
育
て
、
確
か
な
町

づ
く
り
の
歩
み
と
す
る
た
め
、
職
員

と
力
を
合
わ
せ
弛
ま
ぬ
努
力
を
傾
け

ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
道
の
機
関
や
道
内
外

の
積
丹
応
援
団
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
の
更
な
る
強
化
に
努
め
、
全
道

１
７
９
市
町
村
の
一
員
と
し
て
の
使

命
と
信
頼
を
担
い
、
今こ

ん
に
ち日

の
困
難
な

時
代
を
乗
り
越
え
ま
す
。

令
和
８
年
度
予
算
の
編
成

乏
し
い
町
税
収
入
を
補
う
借
金
と
基
金

　

一
般
会
計
総
額
は
、
35
億
７
８
４

万
８
千
円
（
前
年
度
対
比
６
・

０
％
増
）
、
３
つ
の
特
別
会
計
総

額
は
、
３
億
３
，
４
６
７
万
６
千

円
（
前
年
度
対
比
０
・
７
％
減
）
及

び
２
つ
の
地
方
公
営
企
業
会
計
総

額
は
、
２
億
７
，
６
４
４
万
９
千

円
で
全
会
計
総
額
は
、
41
億
１
，

８
９
７
万
３
千
円
の
令
和
８
年
度
予

算
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
経
費
の
自
然
増
や
社
会
保
障

関
係
費
、
公
債
償
還
費
、
特
別
会
計

及
び
企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
等
の
増

大
に
よ
り
一
般
会
計
歳
出
予
算
の
規

模
が
膨
ら
む
中
、
歳
入
は
、
町
税

１
億
５
，
４
９
５
万
２
千
円
（
前
年

度
対
比
１
・
９
％
増
）、
地
方
交
付
税

19
億
５
，５
０
０
万
円
（
同
４
・
４
％

増
）
を
見
込
み
、
地
方
債
は
、
過
疎

対
策
事
業
債
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
、
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
、
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
な

ど
２
億
５
，
６
０
０
万
円
（
同
23
・

５
％
増
）、
基
金
繰
入
金
４
億
１
，

８
２
５
万
７
千
円
（
同
20
・
４
％
増
）

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
に
基
金
繰
入
金
は
、
財
政
調

整
基
金
と
減
債
基
金
か
ら
総
額
約

２
億
８
，
８
０
０
万
円
、
北
海
道

市
町
村
備
荒
資
金
組
合
積
立
金
７
，

５
０
０
万
円
の
取
り
崩
し
の
ほ
か
、

個
人
及
び
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
約
４
，
１
０
０
万
円
の
充
当
活

用
な
ど
に
よ
り
収
支
均
衡
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

《　

総
務
課　

》

①
防
災
対
策
の
推
進

　

国
の
防
災
基
本
計
画
と
の
整
合
を

図
る
た
め
、
令
和
４
年
８
月
改
定
の

町
地
域
防
災
計
画
の
修
正
及
び
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

Ⅲ
．
主
要
施
策
の
推
進

の
更
新
の
ほ
か
、
美
国
小
学
校
原
子

力
放
射
線
防
護
施
設
の
雪
害
損
傷
防

止
の
た
め
の
ダ
ク
ト
屋
根
設
置
工
事

を
実
施
。

②
消
防
・
救
急
体
制
の
強
化

　

来
岸
第
６
分
団
詰
所
の
改
修
の
ほ

か
、
令
和
７
年
度
退
職
者
に
伴
う
補

充
職
員
２
名
採
用
予
定
（
消
防
組
合
）
。

③
空
き
家
対
策

　

本
町
の
空
き
家
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
町
内
の
空
き
家
の
数
量
、
状

態
、
特
定
空
家
等
へ
の
移
行
の
見
込

み
量
等
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
の

「
空
き
家
実
態
調
査
」
に
着
手
。

④
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・

　
共
通
化
事
業

　

国
の
同
シ
ス
テ
ム
標
準
化
基
本
方

針
に
沿
い
、
令
和
７
年
度
移
行
完
了

後
の
運
用
経
費
の
抑
制
・
適
正
化
に

向
け
た
、
同
シ
ス
テ
ム
運
用
最
適
化

計
画
の
策
定
。

⑤
職
員
の
採
用
等

　

令
和
７
年
度
の
退
職
者
に
伴
う
後

志
町
村
会
の
令
和
７
年
度
町
村
職
員

採
用
共
通
試
験
結
果
に
よ
る
本
町
採

用
職
員
内
定
者
は
１
名
。

　

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
４
人
（
継

続
４
人
）
の
任
用
を
内
定
し
、
後
志

広
域
連
合
へ
の
職
員
派
遣
１
人
は
継

続
。

《　

企
画
課　

》

①
地
域
協
議
会
と
の
連
携
・
支
援
の

　
強
化

　

異
業
種
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
の

創
出
活
用
や
地
域
活
性
化
方
策
の
検

討
な
ど
官
民
連
携
の
取
組
を
促
進
す

る
積
丹
町
地
域
活
性
化
協
議
会
（
会

長:

馬
場
龍
彦
商
工
会
長
、
構
成:

産
業
経
済
等
８
団
体
・
町
）
の
役
割

が
増
大
。
同
協
議
会
の
「
官
民
連
携

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
醸
成
を
目
指

し
、
国
・
道
の
横
断
的
な
地
方
創
生

関
連
施
策
の
機
動
的
・
積
極
的
な
導

入
活
用
に
努
力
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
制
度
活
用

　
の
推
進

　

新
た
な
隊
員
の
増
員
と
、
「
イ
ン

タ
ー
ン
協
力
隊
」
制
度
の
活
用
促
進

の
ほ
か
、
集
落
支
援
員
と
し
て
、
水

産
業
技
術
指
導
員
１
名
、
保
護
水
面

監
視
員
１
名
及
び
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
１
名
、
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
活
動

業
務
推
進
員
１
名
を
配
置
。

③
高
等
学
校
生
徒
通
学
費
等
助
成

　
事
業

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
資
す
る
町
独
自
の
高
等
学
校
生

徒
通
学
費
等
助
成
支
援
に
つ
い
て
、

下
宿
費
の
助
成
上
限
額
を
引
き
上

げ
。
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④
町
有
分
譲
地
の
売
払
促
進
対
策

　

町
有
分
譲
残
地
４
区
画
の
残
地
の

売
払
条
件
等
の
見
直
し
を
検
討
。

⑤
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　

地
元
産
品
の
拡
大
に
資
す
る
た

め
、
地
域
活
性
化
起
業
人
と
連
携
し

た
町
内
の
返
礼
品
取
扱
事
業
者
の
拡

大
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
に
努
力
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活

用
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
や
地
方

創
生
に
資
す
る
官
民
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
積
極
的
な
展
開
を
推
進
す
る
た

め
、
金
融
機
関
や
企
業
と
連
携
し
、

寄
附
の
増
大
に
努
力
。

⑥
町
政
施
行
70
周
年
記
念
事
業

　

令
和
８
年
度
は
、
積
丹
町
が
誕
生

し
て
70
年
の
節
目
。
現
在
、
道
外
の

様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

本
町
出
身
者
や
縁
の
深
い
方
々
な
ど

故ふ
る
さ
と郷

愛
の
熱
い
積
丹
応
援
団
の
皆
様

に
よ
る
講
演
や
交
流
活
動
、
記
念
品

制
作
等
を
検
討
中
で
、
町
民
の
郷
土

愛
醸
成
の
新
た
な
契
機
に
。

《　

住
民
福
祉
課　

》

①
脱
炭
素
化
へ
の
新
た
な
取
組

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
が
世
界

的
課
題
と
な
っ
て
い
る
今こ

ん
に
ち日

、
政
府

は
、
２
０
２
０
年
10
月
「
２
０
５
０

年
（
令
和
32
年
）
に
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸

化
炭
素
）
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
」
を
目

指
す
宣
言
を
、
ま
た
同
年
の
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
北
海
道
」
の
宣
言

に
続
い
て
、
現
在
道
内
１
７
０
を
超

え
る
市
町
村
で
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
、

様
々
な
自
主
的
取
組
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

本
町
も
、
町ま

ち

の
自
然
と
生
活
環
境

の
保
全
を
目
指
す
ゴ
ミ
減
量
化
・
資

源
化
運
動
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
新
た

な
最
終
処
分
場
の
建
設
、
ゴ
ミ
処
理

の
分
別
有
料
化
な
ど
40
年
余
の
住
民

運
動
の
歴
史
的
経
緯
を
活
か
し
て
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
町
民
・
職

場
・
行
政
が
身
近
に
協
働
し
て
取
り

組
む
『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
』
を
、「
２
０
５
０

年
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
実
質
排

出
ゼ
ロ
」
へ
の
積
丹
町
の
代
表
的
な

貢
献
の
取
り
組
み
と
し
て
始
め
る

「
新
た
な
町
民
運
動
元
年
２
０
２
６
」

に
。

②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
対
策

　

改
正
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
妊
産

婦
や
子
育
て
世
帯
、
こ
ど
も
に
対
す

る
市
町
村
の
包
括
的
な
行
政
支
援
等

を
行
う
体
制
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」開
設
に
向
け
た
準
備
に
着
手
。

　

ま
た
、
出
産
後
の
母
子
と
そ
の
家

族
が
健
や
か
な
育
児
が
で
き
る
よ
う

助
産
師
等
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
。

③
高
齢
者
福
祉
対
策

　

エ
イ
ジ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
や

す
ら
ぎ
」
及
び
「
の
ぞ
み
」
の
建
物

改
修
工
事
の
継
続
実
施
、
車
い
す
移

乗
福
祉
車
両
（
貸
与
備
品
）
の
更
新
、

食
品
加
工
機
器
（
貸
与
備
品
）
の
更

新
。
第
11
次
積
丹
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
（
令
和
９
～
11
年
度
）
の
策

定
に
着
手
。

④
感
染
症
予
防
対
策

　

生
後
６
ケ
月
未
満
の
乳
児
の
重
症

化
を
予
防
す
る
た
め
、
妊
婦
を
対
象

と
し
た
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

新
た
な
定
期
接
種
の
開
始
に
伴
う
町

費
全
額
助
成
支
援
の
ほ
か
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
等
の
町
費
一
部
助
成
支
援
を

継
続
実
施
し
ま
す
。

⑤
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

　
老
朽
化
対
策

　

町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理

施
設
流
量
調
整
設
備
及
び
生
物
処
理

設
備
等
改
修
工
事
を
継
続
実
施
。

議会ニュース

《　

保
育
所　

》

①
保
育
所
の
運
営

　

国
の
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
（
加
速

化
プ
ラ
ン
）」
に
基
づ
く
『
乳
幼
児

等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
）』
を
実
施
。

《　

国
保
診
療
所　

》

①
国
保
診
療
所
の
運
営

　

現
在
の
診
療
体
制
の
維
持
と
住
民

福
祉
課
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
よ
い
ち
福

祉
会
と
連
携
・
協
力
し
て
、
町
民
の

健
康
維
持
や
予
防
医
療
の
強
化
に
努

力
。

　

ま
た
、
半
島
地
域
の
全
国
的
な
防

災
強
化
対
策
の
今
日
的
課
題
を
踏
ま

え
て
、「
福
祉
避
難
施
設
機
能
の
確

保
」
の
観
点
か
ら
引
き
続
き
基
幹
的

設
備
等
の
老
朽
化
対
策
の
全
庁
的
な

課
題
の
整
理
検
討
を
継
続
。

《　

商
工
観
光
課　

》

①
商
工
観
光
振
興
対
策

　

神
威
岬
自
然
公
園
遊
歩
道
等
改
修

事
業
国
費
補
助
金
の
継
続
を
要
望

中
。
ま
た
、
積
丹
岬
遊
歩
道
改
修
工

事
の
継
続
実
施
、
過
年
度
の
調
査
分

析
資
料
の
活
用
に
よ
る
、
積
丹
町
観

光
振
興
計
画
の
策
定
着
手
、
商
工
会

運
営
事
業
及
び
観
光
協
会
運
営
事
業
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へ
の
助
成
支
援
措
置
を
継
続
。

②
神
威
岬
駐
車
場
有
料
化
対
策

　

同
自
然
公
園
施
設
の
維
持
保
全
費

用
の
新
た
な
財
源
確
保
対
策
と
す
る

た
め
、
「
神
威
岬
駐
車
場
の
有
料
化
」

に
向
け
た
課
題
等
を
整
理
し
、
実
現

に
向
け
た
検
討
に
着
手
。

③
再
エ
ネ
設
備
等
導
入
可
能
性
調
査

　
事
業

　

町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
た
10
項
目
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
化
を
目
指
す
可
能

性
調
査
を
今
年
度
に
引
き
続
き
実
施

す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度

化
・
転
換
理
解
促
進
事
業
国
費
補
助

金
の
継
続
を
要
望
中
。

《　

農
林
水
産
課　

》

［
農
業
分
野
］

①
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　

国
の
新
た
な
ク
マ
被
害
対
策
支
援

措
置
を
活
用
し
て
、
町
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
員
の
増
員
、
捕
獲
用
箱
わ

な
、
監
視
カ
メ
ラ
等
の
拡
充
整
備
、

学
校
施
設
周
辺
等
の
緩
衝
帯
措
置
の

拡
充
、
町
民
・
学
校
等
を
対
象
と
し

た
ヒ
グ
マ
被
害
予
防
学
習
会
の
開

催
、
狩
猟
免
許
等
取
得
費
助
成
、
北

海
道
猟
友
会
余
市
支
部
人
材
育
成
活

動
助
成
な
ど
を
実
施
し
、
ヒ
グ
マ
及

び
エ
ゾ
シ
カ
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の

推
進
に
努
力
。

　

ま
た
、
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
提
供
の

迅
速
化
や
、「
銃
を
持
っ
て
い
る
人

を
配
置
す
れ
ば
問
題
が
解
決
す
る
と

い
う
風
潮
」の
危
険
性
を
踏
ま
え
て
、

野
生
動
物
の
異
常
行
動
へ
の
安
全
予

防
対
策
に
関
す
る
国
・
道
の
国
民
的

啓
発
情
報
の
町
民
へ
の
提
供
の
充
実

に
努
力
。

②
農
業
振
興
対
策

　

新
規
就
農
対
策
（
国
の
「
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
」）
の
支
援
継

続
、
生
き
た
土
づ
く
り
有
機
農
業
推

進
事
業
、営
農
改
善
総
合
対
策
事
業
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

事
業
、
畜
産
特
別
資
金
利
子
補
給
事

業
及
び
家
畜
改
良
対
策
事
業
の
助
成

支
援
の
継
続
の
ほ
か
、
若
い
移
住
農

業
者
の
新
作
物
の
作
付
面
積
拡
大
等

の
取
組
等
へ
の
支
援
に
努
力
。

［
林
業
分
野
］

①
分
収
造
林
事
業

　

植
栽
施
業
を
美
国
団
地
で
、
下
刈

施
業
を
美
国
団
地
と
婦
美
団
地
丸
山

地
区
で
、
地
拵
施
業
を
美
国
地
区
で

実
施
。
婦
美
団
地
六
地
区
基
幹
作
業

道
の
延
長
整
備
を
実
施
予
定
。

　

ま
た
、
石
狩
森
林
管
理
署
及
び
森

林
整
備
セ
ン
タ
ー
と
の
第
４
期
森
林

整
備
推
進
協
定
に
基
づ
き
、
婦
美
団

地
二
地
区
と
余
別
団
地
の
計
約
４
３

ｈ
ａ
の
間
伐
施
業
に
よ
る
木
材
共
同

売
払
等
収
穫
施
業
を
民
国
連
携
事
業

と
し
て
実
施
。

②
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
保
全
活
動

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
と
の

ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森も

り林
づ
く
り

協
定
の
第
２
期（
令
和
３
～
７
年
度
）

が
期
間
満
了
を
迎
え
ま
し
た
が
、
全

国
９
か
所
の
“
Ｊ
Ｔ
の
森
”
の
社
内

見
直
し
検
討
が
続
い
て
お
り
、
暫
定

措
置
と
し
て
令
和
８
年
度
は
、
地
拵
・

新
植
施
業
と
森
林
資
源
を
活
用
し
た

活
動
事
業
を
実
施
。

③
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

　
対
策
事
業

　

町
内
の
未
整
備
私
有
林
を
拠
点
と

し
て
町
外
関
係
者
等
活
動
組
織
が
行

う
森
林
保
全
管
理
や
森
林
資
源
活
用

実
践
活
動
に
対
し
、
国
の
官
民
連
携

支
援
制
度
を
活
用
し
た
助
成
支
援
措

置
を
継
続
。

④
町
補
助
小
規
模
治
山
事
業

　

今
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て

島
武
意
海
岸
探
勝
路
被
災
対
策
事
業

道
費
補
助
金
を
継
続
要
望
中
。

［
水
産
業
分
野
］

①
漁
業
振
興
対
策

　

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

（
ウ
ニ
殻
を
活
用
し
た
磯
焼
漁
場
回

復
活
動
）、
水
産
資
源
放
流
増
殖
事

業
（
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
、
ウ
ニ
・

ヒ
ラ
メ
資
源
放
流
増
殖
事
業
）、
密

漁
防
止
対
策
事
業
等
へ
の
助
成
支
援

を
継
続
。

②
「
海

う
み
ぎ
ょ
う

業
」
振
興
対
策
事
業

　

令
和
7
年
度
か
ら
美
国
漁
港
及
び

余
別
漁
港
を
モ
デ
ル
地
区
に
、
町
地

域
活
性
化
協
議
会
等
に
よ
る
海
業
基

本
構
想
づ
く
り
可
能
性
調
査
を
官
民

連
携
し
て
実
施
中
。
令
和
８
年
度
も

主
要
な
課
題
の
検
討
に
資
す
る
調
査

を
継
続
す
る
た
め
、同
２
漁
港
の
「
海

業
立
ち
上
げ
支
援
事
業
モ
デ
ル
地

区
」
の
採
択
を
水
産
庁
へ
要
望
中
。

《　

建
設
課　

》

①
道
路
・
橋
梁
・
河
川
改
修
整
備

　
対
策

　

町
道
の
船
澗
４
番
線
舗
装
修
繕
事

業
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
、
茶

津
ト
ン
ネ
ル
修
繕
事
業
、
船
澗
11
番

線
道
路
改
良
事
業
及
び
除
雪
ド
ー
ザ

機
械
更
新
事
業
に
つ
い
て
、
継
続
若

し
く
は
新
規
事
業
と
し
て
国
費
補
助

金
を
要
望
中
。

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
・
緊
急
自
然

災
害
防
止
対
策
債
な
ど
を
活
用
し

て
、
町
内
小
河
川
の
維
持
工
事
及
び

入
舸
川
護
岸
整
備
を
継
続
若
し
く
は

新
規
事
業
と
し
て
実
施
。
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②
地
籍
調
査
事
業

　

日
司
泊
及
び
野
塚
地
区
は
、
土
地

所
有
者
の
地
籍
簿
等
の
閲
覧
な
ど
最

終
工
程
を
、
西
河
及
び
来
岸
地
区
は

２
年
目
工
程
に
着
手
。

　

ま
た
、
今
年
度
国
が
実
施
し
た
分

収
造
林
事
業
婦
美
団
地
六
地
区
の
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
地
籍
調
査
事
業

の
後
続
工
程
に
つ
い
て
国
費
補
助
金

を
要
望
中
。

③
除
排
雪
対
策
事
業

　

国
道
及
び
道
道
と
連
携
し
、
一
層

の
効
率
的
・
効
果
的
な
町
道
の
除
排

雪
の
実
施
に
よ
り
、
冬
期
の
町
民
生

活
環
境
の
維
持
向
上
に
努
力
。

④
公
営
住
宅
対
策

　

美
国
団
地
長
寿
命
化
等
改
修
事
業

に
つ
い
て
、
国
費
補
助
金
を
要
望
中
。

　

ま
た
、
国
の
補
助
制
度
の
活
用
が

困
難
な
公
営
住
宅
は
、
入
居
者
の
修

繕
要
望
を
確
認
し
な
が
ら
、
町
費
営

繕
事
業
に
よ
り
適
切
な
維
持
管
理
に

努
力
。 

⑤
簡
易
水
道
・
下
水
道
老
朽
化
対
策

　

 

幌
武
意
簡
易
水
道
施
設
の
機
械

設
備
更
新
事
業
及
び
入
舸
下
水
道
終

末
処
理
施
設
更
新
事
業
の
国
費
補
助

金
の
採
択
を
要
望
中
。

　
積
丹
支
署
の
消
防
・
救
急
体
制
の

　
整
備
強
化
対
策

　

北
後
志
消
防
組
合
か
ら
、
消
防

を
取
り
巻
く
今こ

ん
に
ち日

的
な
状
況
の
変

化
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
消
防
体
制
の
構
築
に
資

す
る
一
環
と
し
て
、
令
和
８
年
９

月
か
ら
「
積
丹
支
署
野
塚
分
遣
所
」

を
廃
止
し
、
そ
の
役
割
を
分
団
へ

の
移
行
を
目
指
す
方
針
案
に
つ
い

て
の
協
議
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
組
合
と
議
会
と
の
意

見
交
換
会
並
び
に
住
民
説
明
会
を

開
催
し
、
同
方
針
案
に
つ
い
て
の

協
議
を
進
め
ま
す
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」

　
の
創
設

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

６
年
法
律
第
47
号
）
の
施
行
に
よ

り
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
妊
婦
の

た
め
の
支
援
給
付
、
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
な
ど
今
後
の
国
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
の
安
定

財
源
対
策
と
し
て
、
令
和
８
年
度

か
ら
国
民
健
康
保
険
な
ど
全
て
の

医
療
保
険
者
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
納
付
金
」
を
徴
収
す
る

新
た
な
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
海
沿
岸
の
地
震
・
津
波
被
害

　
想
定
住
民
説
明
会

　

昨
年
６
月
の
北
海
道
の
被
害
想
定

の
公
表
を
受
け
て
、
２
月
13
日
か
ら

町
内
８
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
、

延
べ
38
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
の
質
問
や
意
見
を
参
考

に
、
今
後
の
各
集
落
に
お
け
る
同
防

災
対
策
の
検
討
に
役
立
て
ま
す
。

　
次
期
町
総
合
計
画
及
び
町
総
合

　
戦
略
の
策
定

　

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
10
月
発
足
の

高
市
内
閣
の
重
要
な
政
策
転
換
の
一

つ
と
し
て
、
昨
年
６
月
の
石
破
内
閣

で
閣
議
決
定
し
た
「
地
方
創
生
２
・

０
構
想
」
か
ら
、
同
年
12
月
23
日
の

高
市
内
閣
の
閣
議
決
定
を
経
て
「
強

い
経
済
」
の
実
現
に
力
点
を
置
い
た

令
和
11
年
度
を
目
標
と
す
る
国
の

「
地
域
未
来
戦
略
」
を
令
和
８
年
夏

頃
ま
で
に
策
定
す
る
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
の
方
針
を
踏
ま
え
た
「
都

 

Ⅳ
．
行
政
報
告

企

画

課

関

係

総

務

課

関

係

道
府
県
・
市
町
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
・
改

訂
や
自
治
体
長
期
基
本
構
想
の
自
主

的
な
見
直
し
な
ど
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
、
本
町
の
次
期
総
合
計
画
と
次
期

町
総
合
戦
略
の
２
つ
の
ま
ち
づ
く
り

長
期
構
想
と
の
整
合
性
の
確
保
に
十

分
留
意
し
、
策
定
作
業
の
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

中
央
バ
ス
積
丹
線
の
沿
線
自
治
体

　
負
担

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
令
和
７

年
９
月
期
の
収
支
状
況
は
、
減

便
等
に
よ
る
収
支
改
善
に
よ
り
、

４
０
１
万
４
千
円
（
前
年
度
比
１
，

０
４
０
万
４
千
円
増
）
の
黒
字
と
な

り
、
令
和
８
年
度
の
沿
線
自
治
体
の

赤
字
負
担
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
小
型
風
力
発
電
施
設
変
更
計
画
の

　
動
向

　

変
更
計
画
案
に
基
づ
く
事
業
実
施

箇
所
と
な
る
町
有
地
の
貸
付
変
更
処

分
決
定
に
際
し
て
、
昨
年
10
月
23
日

及
び
24
日
の
２
日
間
、
関
係
地
区
住

民
（
入
舸
町
・
日
司
町
・
余
別
町
）

を
対
象
と
し
た
意
向
再
確
認
の
た
め

議会ニュース

広報しゃこたん令和８年４月号
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の
地
区
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
舸
地
区
説
明
会
は
出
席

者
が
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
た
め
、
同

説
明
会
後
、
地
区
内
で
の
協
議
の
結

果
、
改
め
て
３
月
10
日
に
同
説
明
会

を
開
催
し
、
意
向
確
認
を
行
う
予
定

で
す
。

　
３
月
10
日
開
催
の
説
明
会
に
16
名

参
加
。

　
寄
附
物
件
に
感
謝

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、
２
月

末
現
在
６
，
６
０
１
件
、
９
６
，

７
０
２
，
３
０
０
円
で
、
平
成
20
年

か
ら
の
累
計
で
は
、
２
３
，
６
６
０

件
、
６
億
３
，
０
８
８
万
２
，
２
５

０
円
で
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
、
令
和
７
年
３
月
か
ら
本
年
２
月

末
現
在
、
14
企
業
で
、

①
企
業
名:

㈱Souplesse

︵
札
幌
市
︶

　

使　

途:

産
業
振
興
推
進
事
業

　

寄
附
額
:︵
非
公
表
︶

　

寄
附
日:

令
和
７
年
３
月
11
日

②
企
業
名:

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱
（
札
幌
市
）

　

使　

途:

環
境
と
社
会
の
未
来
を

創
る
積
丹
型
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業

　

寄
附
額:

３
０
０
万
円

　

寄
附
日:

令
和
７
年
３
月
14
日

③
企
業
名:

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱

（
東
京
都
）

　

使　

途:

Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
推
進
事
業

　

寄
附
額:

（
非
公
表
）

　

寄
附
日:

令
和
７
年
５
月
12
日

④
企
業
名:

㈱
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト

ル
ー
プ
（
札
幌
市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
温

泉
源
使
用
再
生
支
援
事
業

　

寄
附
額:

１
０
０
万
円

　

寄
附
日:

令
和
７
年
５
月
30
日

⑤
企
業
名:

ア
ー
ス
ト
ラ
ス
ト
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
（
札
幌
市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
活

性
化
事
業

　

寄
附
額:

（
非
公
表
）

寄
附
日:

令
和
７
年
８
月
29
日

⑥
企
業
名:

㈱NINAITE

（
札
幌
市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
活

性
化
事
業

　

寄
附
額:
（
非
公
表
）

寄
附
日:
令
和
７
年
９
月
10
日

⑦
企
業
名:

㈱
藤
井
建
業（
札
幌
市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
活

性
化
事
業

　

寄
附
額:

10
万
円

　

寄
附
日:

令
和
７
年
９
月
11
日

⑧
企
業
名:

㈲
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
タ
ル

（
札
幌
市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
活

性
化
事
業

　

寄
附
額:

10
万
円

寄
附
日:

令
和
７
年
９
月
16
日

⑨
企
業
名:

㈱
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ（
札
幌
市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
温

泉
源
利
用
再
生
支
援
事
業

　

寄
附
額:

１
０
０
万
円

寄
附
日:

令
和
７
年
９
月
22
日

⑩
企
業
名:

Ｒ
＆
Ｉ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ

ミ
テ
ッ
ド
㈱
（
札
幌
市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
温

泉
源
利
用
再
生
支
援
事
業

　

寄
附
額:

１
０
０
万
円

　

寄
附
日:

令
和
７
年
９
月
24
日

⑪
企
業
名:

㈱
北
開
道
地
所
（
札
幌

市
）

　

使　

途:

岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
温

泉
源
利
用
再
生
支
援
事
業

　

寄
附
額:

１
０
０
万
円

寄
附
日:

令
和
７
年
10
月
１
日

⑫
企
業
名:

㈱
セ
コ
マ
（
札
幌
市
）

　

使　

途:

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推
進

事
業

　

寄
附
額:

（
非
公
表
）

寄
附
日:

令
和
７
年
12
月
25
日

⑬
企
業
名:

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱

（
東
京
都
）

　

使　

途:

Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
推
進
事
業

　

寄
附
額:

（
非
公
表
）

寄
附
日:

令
和
８
年
１
月
９
日

⑭
企
業
名:

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組

合
連
合
会
（
札
幌
市
）

　

使　

途:

農
業
振
興
促
進
対
策
事
業

　

寄
附
額:

１
０
０
万
円

　

寄
附
日:

令
和
８
年
２
月
16
日

　

以
上
14
件
で
す
。

　

一
般
寄
附
金
（
昨
年
３
月
か

ら
本
年
２
月
ま
で
）
は
、
３
件
、

10
万
７
，
４
３
１
円
、
土
地
１
件
、

用
地
舗
装
補
修
１
件
の
計
３
件
で

す
。

　

い
ず
れ
も
町
の
振
興
に
寄
与
す
る

貴
重
な
篤
財
の
寄
附
で
あ
り
、
関
係

各
位
に
対
し
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
廃
止

積
丹
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会

長:

河
岸
悟
郎
氏
）
か
ら
、
国
の
介

護
保
険
制
度
に
よ
る
居
宅
介
護
支
援

事
業
（
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
相
談
や
支
援

を
行
う
事
業
）
が
、
「
人
口
減
少
に

よ
る
利
用
者
の
減
少
」
に
よ
る
運
営

収
支
の
悪
化
、
「
介
護
職
員
不
足
」

に
よ
る
有
資
格
者
の
確
保
難
か
ら
、

令
和
８
年
２
月
末
を
も
っ
て
同
事
業

を
廃
止
し
、
町
内
の
同
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
（
17
名
）
は
新
た
な
町
内
外
の

住
民
福
祉
課
関
係
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漁
港
整
備
事
業

　

国
の
美
国
漁
港
整
備
事
業
は
、
内

港
船
揚
場
屋
根
新
設
工
事
の
継
続
実

施
と
荷
捌
所
周
辺
輸
送
施
設
等
整
備

工
事
の
支
障
物
件
補
償
、
茶
津
地
区

の
道
路
等
整
備
計
画
用
地
の
調
査
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

ま
た
、
港
口
埋
塞
対
策
浚
渫
工
事

が
４
月
下
旬
に
着
工
す
る
予
定
で

す
。

　
水
産
基
盤
整
備
事
業

　

北
海
道
の
大
型
魚
礁
設
置
工
事

は
、
神
岬
地
区
サ
ル
ワ
ン
沖
合
に
Ｆ

Ｐ
魚
礁
の
沈
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
道
事
業
の
推
進
状
況

　

美
国
川
河
川
改
修
事
業
で
は
、
美

国
川
左
岸
東
浦
流
雪
溝
排
水
口
周
辺

護
岸
工
事
を
実
施
予
定
で
す
。
引
き

続
き
未
着
工
区
域
の
用
地
処
理
に
向

け
て
北
海
道
へ
の
協
力
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
道
野
塚
婦
美
線
道
路
事

業
で
は
、
日
司
ト
ン
ネ
ル
照
明
Ｌ
Ｅ

事
業
所
へ
引
継
ぎ
を
了
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
観
光
振
興
計
画
策
定
に

　
向
け
た
懇
話
会
の
開
催
状
況

　
１
月
27
日
と
28
日
、
美
国
地
区
等

３
地
区
で
開
催
し
た
懇
話
会
は
、
町

内
の
事
業
者
や
町
民
等
28
名
が
参
加

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
の
観
光
の
現
状
や
課
題
な

ど
、
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見

を
共
有
し
、
今
後
の
観
光
振
興
の
基

本
的
な
方
針
を
定
め
る
「
観
光
振
興

計
画
」
の
策
定
に
役
立
て
ま
す
。

　
治
山
事
業

　

国
有
林
治
山
事
業
は
、
幌
武
意
漁

港
地
先
緊
急
予
防
治
山
事
業
（
雪
崩

予
防
柵
工
）
及
び
黄
金
岬
地
区
美
国

漁
港
船
揚
場
地
先
緊
急
予
防
治
山
事

業
（
落
石
防
止
網
工
）
の
継
続
実
施

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

道
営
治
山
事
業
は
、
黄
金
岬
地
区

役
場
裏
地
先
緊
急
予
防
治
山
事
業

（
法
枠
工
、
暗
渠
工
）
及
び
小
泊
地

区
陣
内
地
先
予
防
治
山
事
業
（
落
石

防
止
網
工
）
の
継
続
実
施
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

　
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業
の

　
実
施
状
況

　

「
積
丹
町
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
（
会
長:

東

し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
茂
木
組
合
長
）」

の
今
年
度
の
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

認
証
・
発
行
量
は
、
10
・
６
ｔ-

Ｃ

Ｏ
２
と
な
り
ま
し
た
。公
募
取
引
は
、

３
月
下
旬
か
ら
認
証
機
関
の
指
定
単

価
で
全
国
公
募
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

議会ニュース

Ｄ
化
や
積
丹
大
橋
修
繕
工
事
を
継
続

工
事
と
し
て
実
施
予
定
で
す
。

　
建
設
工
事
の
発
注
状
況

　

３
月
５
日
現
在
に
お
け
る
建
設
工

事
の
発
注
状
況
は
計
31
件
で
工
事
契

約
金
額
は
４
億
４
，
８
１
８
万
４
千

円
で
す
。

　

現
在
施
工
中
の
工
事
は
、
入
舸
川

外
河
川
維
持
工
事
、
積
丹
町
役
場
庁

舎
空
調
設
備
整
備
工
事
で
す
。

　

委
託
業
務
は
計
24
件
で
、
除
排

雪
業
務
を
除
く
委
託
契
約
金
額
は

１
億
５
，
５
３
３
万
１
千
円
で
す
。

　

現
在
施
工
中
の
業
務
は
、
町
道
除

排
雪
委
託
業
務
、
美
国
流
雪
溝
施
設

巡
回
委
託
業
務
、
道
路
台
帳
修
正
委

託
業
務
、
簡
易
水
道
・
集
落
排
水
事

業
会
計
支
援
委
託
業
務
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
工
事
と
委
託
業

務
を
合
わ
せ
た
総
契
約
件
数
は
55

件
、
町
道
除
排
雪
委
託
業
務
（
出
来

高
払
方
式
）
を
除
く
総
契
約
金
額
は

６
億
３
５
１
万
５
千
円
で
す
。

商
工
観
光
課
関
係

農
林
水
産
課
関
係

建

設

課

関

係
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情
報
通
信
技
術
の
発
達
に
よ
り
、

世
界
全
体
で
瞬
時
に
情
報
が
共
有
さ

れ
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

中
、
ふ
る
さ
と
積
丹
の
子
ど
も
た
ち

が
、
自
己
の
無
限
の
可
能
性
に
気
付

き
、
他
者
と
共
生
し
な
が
ら
、
生
き

る
力
を
育
み
、
夢
や
希
望
に
溢
れ
た

未
来
の
創
造
に
向
け
、
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
と
し
て
各
般
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
確
か
な
学
力
の
向
上

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出

す
こ
と
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協

働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た

授
業
改
善
等
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
連
携
教
育
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」、
「
主
体
性
と
自
律
・
自
立

性
」
、
「
自
己
選
択
・
自
己
決
定
力
」

の
育
成
の
３
つ
を
柱
と
す
る
「
積
丹

町　

15
歳
の
姿
」
を
目
標
に
掲
げ
、

教
育
目
標
や
目
指
す
子
ど
も
像
を
共

有
し
、
小
中
学
校
９
年
間
の
円
滑
な

接
続
や
連
携
を
重
視
し
た
教
育
課
程

の
編
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た

Ⅰ

は
じ
め
に

教育行政報告
（要約）

ち
に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た

め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
適
切

に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
豊
か
な
心
の
育
成

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
、
心
豊
か
な
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
た
め
に
は
、
共
に
支
え
合
い
な

が
ら
、
人
を
思
い
や
る
心
、
命
や
自

然
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
育
成
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
道
徳
教
育
を
は
じ
め

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て

「
道
徳
性
」
を
養
う
と
と
も
に
、
地

域
の
様
々
な
人
と
関
わ
る
活
動
を
通

し
て
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間
性

や
社
会
性
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

は
、
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期

解
消
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
自
己
肯

定
感
を
高
め
、
他
者
を
尊
重
す
る
教

育
を
進
め
る
ほ
か
、
積
極
的
な
認
知

に
よ
る
「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
」
を

目
指
し
、
日
常
の
授
業
や
教
育
活
動

に
お
い
て
、
教
職
員
の
感
性
と
学
校

の
組
織
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
い

Ⅱ
主
要
施
策
の
推
進

じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
相

談
窓
口
の
周
知
に
よ
る
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
相
談
体
制
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
中
で
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、

様
々
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
児
童

生
徒
や
保
護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添

う
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
や
か
な
身
体
の
育
成

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
身
体
の

育
成
を
図
る
た
め
に
は
、
日
常
的
に

運
動
に
親
し
み
、
運
動
習
慣
を
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

習
慣
等
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
分
析
等
、
一
人

ひ
と
り
の
課
題
発
見
に
つ
な
が
る
取

組
に
よ
り
学
習
指
導
等
の
工
夫
・
改

善
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
全
体
で
継

続
性
の
あ
る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
発
達
段
階
に
応
じ

て
、
性
や
薬
物
な
ど
健
康
に
関
わ
る

問
題
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
規
範

意
識
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た

め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
相
互
に

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
薬
物
乱
用
防

　
学
校
教
育
の
充
実
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社
会
教
育
施
設
の
改
修
等
整
備

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

に
伴
う
受
変
電
設
備
改
修
工
事
を
実

施
す
る
ほ
か
、
団
体
等
が
サ
ー
ク
ル

活
動
や
カ
ラ
オ
ケ
等
で
利
用
す
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
室
内
環
境
を
改
善
す
る
な

ど
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
林
ス
キ
ー

場
の
受
変
電
設
備
改
修
工
事
を
実
施

し
、
安
定
的
な
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
子
ど
も
第
三
の
居
場
所

　

放
課
後
の
時
間
な
ど
保
護
者
の
就

労
等
に
よ
り
家
庭
や
学
校
以
外
の
居

場
所
が
必
要
な
就
学
児
童
に
対
し
、

安
心
・
安
全
な
居
場
所
と
し
て
、
ｂ

＆
ｇ
し
ゃ
こ
た
ん
児
童
家
庭
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
し
、
常
駐

す
る
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
等
が
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
体
力
づ
く
り
・

文
化
活
動
等
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

芸
術
文
化
は
、
人
の
感
性
を
豊
か

議会ニュース

　
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

止
、
健
康
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
や
食

習
慣
等
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
共

に
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
知
識

を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
栄
養
教

諭
に
よ
る
家
庭
や
地
域
等
と
連
携
し

た
食
に
関
す
る
指
導
や
、
学
校
給
食

を
通
じ
て
地
場
産
品
を
使
っ
た
地
域

の
食
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
郷
土

を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　

保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
学
校
の
授
業

や
行
事
の
公
開
を
は
じ
め
、
各
学
校

に
お
け
る
教
育
活
動
や
学
校
運
営
の

状
況
等
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る

と
と
も
に
、
学
校
評
議
員
か
ら
聴
取

し
た
意
見
等
を
学
校
運
営
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
へ
の
体
罰
や
盗

撮
な
ど
教
職
員
の
不
祥
事
防
止
に
向

け
た
指
導
を
徹
底
し
、
服
務
規
律
の

厳
正
な
保
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
は
、
教
職
員
が
健
康
で
生
き
生

き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
な

ど
の
確
保
に
向
け
、
「
積
丹
町
立
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
（
第
３
期
）
」
に
基
づ

き
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
的
な
業
務
の
推

進
や
働
き
方
改
革
の
意
識
を
高
め
る

取
組
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
質
の

高
い
教
育
活
動
と
持
続
可
能
な
学
校

運
営
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
安
全
・
安
心
な
学
校
・
地
域
づ
く
り

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

は
、
日
頃
か
ら
学
校
・
保
護
者
・
地

域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
安
全
体
制
や
情
報
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
各
学
校
で
作
成
し

て
い
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活

用
や
、
災
害
及
び
防
犯
に
備
え
た
避

難
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
防
災
・

防
犯
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
の
安

全
確
認
や
交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
実

施
す
る
ほ
か
、
「
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
」
な
ど
児
童
生
徒
を
見
守
る
体

制
の
充
実
や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
施
設
の
環
境
整
備

　

経
年
劣
化
に
伴
う
各
学
校
の
施
設

設
備
等
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
緊
急
性

を
考
慮
し
な
が
ら
、
教
育
活
動
に
支

障
が
な
い
よ
う
適
期
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
、
安
心
・
安
全
な
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
調
理
作
業
中
の
熱
中

症
予
防
対
策
と
し
て
厨
房
内
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
給
食
調
理
員
の
就

労
環
境
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
家
庭
教
育

　

家
庭
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
に

必
要
な
基
本
的
習
慣
を
身
に
付
け
、

調
和
の
と
れ
た
心
身
を
育
む
基
礎
と

な
る
教
育
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
に
お
い
て
、
保

護
者
が
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
抱

え
て
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

親
子
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
学
習
や

交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
町
担
当
課
と
連
携
し
相
談
体
制

の
充
実
を
図
り
、
家
庭
教
育
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
青
少
年
教
育

　

次
代
の
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、

青
少
年
の
「
生
き
る
力
」
や
「
豊
か

な
人
間
性
」
を
育
成
す
る
た
め
、
町

内
の
自
然
環
境
や
人
的
資
源
を
活
か

し
た
社
会
教
育
活
動
を
推
進
し
、
各

種
体
験
教
室
等
の
参
加
を
通
し
て
、

心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
成
人
及
び
高
齢
者
教
育

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た

り
学
習
活
動
を
継
続
し
、
学
び
の
成

果
を
暮
ら
し
の
質
的
向
上
や
地
域
の

教
育
力
の
向
上
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
町
民
文
化
教
室
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
歌
声
サ
ー
ク
ル
活
動

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
級
を
開
催
し
、

学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
推
進
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の
活
動
か
ら
、
近
隣
の
学
校
と
の
連

携
や
地
域
単
位
で
の
活
動
へ
と
展
開

す
る
施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
試

行
的
に
地
域
展
開
が
可
能
な
一
部
の

部
活
動
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
受
け
皿
と
な
る
地
域

の
団
体
や
指
導
者
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
今
後
、
生
徒
の
減
少
に
伴
い
、

部
活
動
の
存
続
自
体
が
難
し
く
な
る

た
め
、
当
町
単
独
で
の
取
組
は
困
難

な
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
地
域
展
開

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
指
導
者
の

確
保
対
策
等
は
、
小
規
模
自
治
体
に

と
っ
て
共
通
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
８
月
に
北
海
道
教
育
庁
後

志
教
育
局
及
び
北
後
志
５
町
村
に
よ

る
「
北
後
志
地
区
部
活
動
広
域
連
携

協
議
会
」
が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
同
協
議
会
に
お
い
て
、
自

治
体
間
に
お
け
る
広
域
連
携
を
踏
ま

え
た
あ
り
方
や
推
進
方
策
等
を
協
議

し
な
が
ら
、
段
階
的
に
地
域
へ
展
開

す
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
一
層

に
し
、
日
々
の
生
活
に
潤
い
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
自
ら
活
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
や
町
民
の
交
流
を

深
め
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
文
化
活
動
団
体
で
は
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
芸

術
文
化
へ
の
理
解
や
創
造
性
を
育
む

た
め
、
団
体
活
動
へ
の
必
要
な
支
援

や
、
自
ら
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
全
な
発

達
や
健
康
及
び
体
力
の
保
持
増
進
等

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
身
体
活
動

で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も

に
健
康
な
生
活
を
営
む
上
で
不
可
欠

な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
担
う
団
体
の
活
動
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
各
種
運
動
教
室
等
を

通
じ
て
、
町
民
の
体
力
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域

展
開
に
つ
い
て
、
国
で
は
、
少
子
化

が
一
層
進
む
中
、
将
来
に
わ
た
り
生

徒
が
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
に

継
続
し
て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
中
学
校
部
活
動
を
学
校
単
位
で

深
め
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
す
べ
て

の
町
民
が
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
生
き
る
喜
び
や
幸
せ
を
実

感
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け

る
意
欲
を
持
ち
、
豊
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
町
教
育

の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

報
告
第
１
号

　
株
式
会
社
積
丹
観
光
振
興
公
社
運

営
状
況
報
告
に
つ
い
て

　

第
40
期
・
令
和
７
年
度
決
算
状
況

及
び
第
41
期
・
令
和
８
年
度
営
業

計
画
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

２
４
３
条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
報
告
に
付
す
る
も
の
。

（
報
　
　
告
）

報
告
第
２
号

　
積
丹
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
積
丹
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
た
の

で
、
議
会
の
報
告
に
付
す
る
も
の
。

（
報

　
　
告
）

審
議
さ
れ
た
案
件

Ⅲ
む

す

び

諮
問
第
１
号

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

　

現
任
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
令
和

８
年
３
月
31
日
を
も
つ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
法
務
大
臣
へ
の
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
あ
た

り
、
人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

項
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
。

　
・
鳴
海

　
君
子

　
氏
（
入
舸
町
）

　
・
吉
田

　
美
香
子
氏
（
余
別
町
）

（
適

　
　
任
）

議
案
第
１
号

　
積
丹
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
後
期
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
、
北
海
道
知
事
と
の
協
議

を
了
し
た
の
で
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
２
号

　
積
丹
町
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

国
の
「
手
話
に
関
す
る
施
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
地
方
公
共

団
体
の
関
連
施
策
の
推
進
に
際
し

て
、
そ
の
基
本
理
念
、
町
の
責
務
の

明
文
化
に
資
す
る
た
め
、
制
定
す
る

も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　
積
丹
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
及
び
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
（
に
基
づ
く
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）
の
創
設
に
伴
い
、
設
備
及
び
職

員
の
基
準
等
を
定
め
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

　
積
丹
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
案
第
３
号
と
同
趣
旨
に
よ
り
、

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
創
設
に
伴

い
、
利
用
定
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
た
め
、
制
定
す
る

も
の
。

（
原
案
可
決
）
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議
案
第
５
号

　
積
丹
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
条

例
中
の
同
法
引
用
条
項
と
の
整
合
を

図
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
６
号

　
積
丹
町
立
び
く
に
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
保
育
所

の
入
所
制
限
等
規
定
の
是
正
並
び
に

議
案
第
３
号
と
同
趣
旨
に
よ
り
、
び

く
に
保
育
所
の
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
実
施
及
び
同
事
業
に
係
る
利
用

料
金
等
を
定
め
る
た
め
、
改
正
す
る

も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
７
号

　
積
丹
町
立
へ
き
地
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
保
育
所

の
入
所
制
限
等
規
定
を
是
正
す
る
た

め
、
改
正
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
８
号

　
積
丹
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
町
職
員
の
う
ち
暫
定
再
任
用
職
員

に
係
る
期
末
勤
勉
手
当
支
給
率
の
改

定
措
置
を
令
和
７
年
度
支
給
分
か
ら

適
用
実
施
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も

の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
９
号

　
積
丹
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
の

改
正
に
伴
い
、
条
例
中
の
引
用
「
用

語
」
を
改
正
す
る
も
の
。（

原
案
可
決
）

議
案
第
10
号

　
積
丹
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
標

準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
伴

い
、
一
元
的
に
住

じ
ゅ
う

登と
う
が
い
し
ゃ

外
者
の
登
録
・

管
理
を
行
う
「
住
登
外
者
宛
名
番
号

管
理
機
能
」
が
共
通
機
能
と
し
て
設

け
ら
れ
た
た
め
、
同
機
能
の
事
務
規

定
を
追
加
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
11
号

　
積
丹
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
基
金
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
か
ら
２
年
間
の
利
子

補
給
助
成
事
業
事
務
が
終
了
し
た
た

め
、
廃
止
す
る
も
の
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
12
号

　
令
和
７
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
14
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
５
，

９
０
５
万
１
千
円
を
減
額
し
、
そ
れ

ぞ
れ
39
億
８
，
７
０
４
万
１
千
円
に

す
る
も
の
。
地
域
経
済
循
環
創
造
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
の
設
定

に
よ
り
令
和
８
年
度
に
予
算
を
繰
り

越
し
て
実
施
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
の
増
額

は
、
地
方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）

５
８
，
５
４
５
千
円
、
利
子
及
び
配

当
金
（
利
子
）
２
，
０
０
０
千
円
、

財
産
売
払
収
入
（
町
有
林
立
木
等
売

払
収
入
）
５
，
０
９
０
千
円
な
ど
。

　

減
額
は
、
民
生
費
国
庫
負
担

金
（
児
童
手
当
国
庫
負
担
金
）
５
，

２
１
２
千
円
、
農
林
水
産
業
費
道
補

助
金
（
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
補

助
金
）
３
，
０
３
７
千
円
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
）
４
，

７
５
０
千
円
、
基
金
繰
入
金
（
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
他
）
９
０
，

５
１
１
千
円
、
町
債
（
過
疎
対
策
事

業
債
他
）
３
２
９
，
９
０
０
千
円
な

ど
。

　

歳
出
の
増
額
は
、
基
金
積
立

費
（
減
債
基
金
元
金
他
）
１
０
７
，

２
４
１
千
円
、
介
護
保
険
事
業

費
（
後
志
広
域
連
合
負
担
金
）
３
，

５
４
１
千
円
な
ど
。

　

減
額
は
、
企
画
費
（
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
推
進
支
援
事
業
委
託

料
）
35
，
０
０
０
千
円
、
同
（
ま
ち

づ
く
り
活
動
支
援
事
業
補
助
金
）９
，

８
０
０
千
円
、
地
域
情
報
通
信
基
盤

施
設
運
営
費
（
光
伝
送
線
路
等
移
転

工
事
他
）
６
，
５
０
０
千
円
、
積
丹

町
議
会
議
員
選
挙
費
（
選
挙
運
動
費

用
公
費
負
担
金
他
）
４
，
７
０
０
千

円
、
他
会
計
繰
出
金
（
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
事
業
勘
定
他
）

12
，０
９
３
千
円
、環
境
衛
生
費
（
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
）
11
，

２
６
４
千
円
な
ど
。　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
13
号

　
令
和
７
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
事
業
勘
定:

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
３
７
８
万
円
を
追
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
１
億
２
，
７
８
９
万
円
に
す
る

も
の
。

　

歳
入
は
、
一
般
被
保
険
者
国
民
健

康
保
険
税
４
２
７
万
２
千
円
、
繰
越

金
（
そ
の
他
繰
越
金
）
１
５
５
万
円

雑
入
（
令
和
６
年
度
後
志
広
域
連

合
分
賦
金
過
年
度
精
算
返
還
金)

４
４
４
万
４
千
円
な
ど
を
増
額
。
一

般
会
計
繰
入
金
６
５
８
万
４
千
円
、

後
志
広
域
連
合
受
託
事
業
収
入
（
特

定
健
康
診
査
等
受
託
料
）
25
万
円
な

ど
を
減
額
。

　

歳

出

は
、

基

金

積

立

金

１
，

２
４
３
万
円
を
増
額
。
一
般
管
理
費

（
国
保
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ウ
ド
移
行
構

築
負
担
金
）
１
０
１
万
３
千
円
、
広

域
連
合
負
担
金
（
後
志
広
域
連
合
分

賦
金
）　

６
６
７
万
３
千
円
な
ど
を

減
額
。

　

直
診
勘
定:

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
７
０
０
万
５
千
円
を
減
額

し
、
そ
れ
ぞ
れ
９
，
４
９
１
万
６
千

議会ニュース
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円
に
す
る
も
の
。

歳
入
は
、
診
療
収
入
（
そ
の
他
の

診
療
報
酬
収
入
）
３
０
５
万
５
千
円
、

一
般
会
計
繰
入
金
３
８
２
万
２
千

円
、
事
業
勘
定
繰
入
金
12
万
８
千
円

を
減
額
。

歳
出
は
、
一
般
管
理
費
（
会
計
年

度
任
用
職
員
報
酬
、
燃
料
費
、
修
繕

料
）
４
２
３
万
円
、
医
業
費
（
医
薬

品
費
）
２
５
２
万
５
千
円
、
施
設
整

備
費
（
診
療
所
備
品
費
）
25
万
円
を

減
額
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
14
号

　
令
和
７
年
度
積
丹
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳

入

歳

出

予

算

の

総

額

に

29
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
，

８
４
８
万
１
千
円
に
す
る
も
の
。

歳
入
は
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
普

通
徴
収
）
２
７
０
万
円
な
ど
を
増
額
。

後
期
高
齢
者
保
険
料
（
特
別
徴

収
）
80
万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金

１
６
７
万
８
千
円
を
減
額
。

　

歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
29
万
２
千
円
を
増
額
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
15
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

議
案
第
16
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

議
案
第
18
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
19
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
20
号

　
令
和
８
年
度
積
丹
町
集
落
排
水
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
議
案
第
15
号
か
ら
議
案
第
20
号

い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

議
案
第
21
号

特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
支
給
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
頻
発
し
た

昨
年
９
月
29
日
か
ら
11
月
12
日
の

三み

つ

き月
45
日
間
の
長
期
に
わ
た
る
期

間
中
、
猟
友
会
余
市
支
部
古
平
分

区
に
所
属
す
る
積
丹
町
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
員
の
町
内
で
の
活
動

が
休
止
し
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
・

教
育
関
係
者
、
町
民
の
皆
様
そ
し

て
議
員
各
位
に
、
ヒ
グ
マ
の
異
常

行
動
環
境
下
で
の
住
民
生
活
に
、

大
き
な
不
安
と
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
本
件
事
案
に

係
る
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
長
時
間
に
及
ぶ
審
議
を
煩
わ

し
、
「
事
案
の
発
生
に
つ
い
て
の

町
民
並
び
に
議
会
へ
の
迅
速
な
周

知
と
報
告
が
著
し
く
遅
滞
し
た
こ

と
は
、
町
の
危
機
対
策
に
対
す
る

町
民
並
び
に
町
内
外
の
信
頼
を
損

ね
る
結
果
を
招
い
た
。」
旨
の
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
、
１
月
30
日
開

催
の
同
委
員
会
の
決
定
を
経
た
同

審
議
結
果
及
び
内
容
は
、
２
月
２

日
付
け
で
議
長
か
ら
通
知
を
受

け
ま
し
た
ほ
か
、
議
会
広
報(

第

１
０
３
号(

３
月
号))

で
公
表

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
の
一
連
の
対
応
に
当
た
り
、

当
該
事
案
の
発
生
原
因
の
調
査
に

優
先
し
て
町
民
へ
の
迅
速
な
情
報

発
出
を
行
う
べ
き
危
機
対
応
の
過

程
に
お
い
て
、
そ
の
適
切
な
実
行

が
遅
れ
、
結
果
と
し
て
町
民
の
不

安
感
を
長
期
間
助
長
す
る
事
態
を

招
き
ま
し
た
こ
と
は
否
め
な
く
、

改
め
て
、
町
民
並
び
に
議
会
に
対

し
深
く
陳
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
件
事
案
に
お
け
る
危
機
対
応

の
反
省
と
、
同
政
策
判
断
を
指
揮

し
た
町
長
の
職
責
の
重
大
性
に
鑑

み
、
町
長
の
月
額
給
料
１
０
０
分

の
30
を
一ひ

と
つ
き月

減
ず
る
措
置
を
講
ず

る
た
め
、
本
特
例
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

　
町
長
の
４
月
分
月
額
給
料
を
現
行
65
万

円
を
45
万
５
千
円
に
減
額
。（

原
案
可
決
）
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公　表
　地方自治法第 199 条第４項の規定により行った、令和７年度に係る監査の結果を同条第９項

の規定により公表する。

　　　　令和８年３月２日

積丹町監査委員　　山　田　文　雄　　　

　

第１　監査の概要

　１　監査の種類

　　　地方自治法第 199 条第４項の規定に基づく監査

　２　監査対象課等及び監査実施期間と試査の範囲

　　(1) 監査実施期間

　　　　監査は令和８年２月 12 日から２月 26 日までの間で実施した。

　　(2) 試査の範囲

　　　　令和７年４月１日から令和７年 12 月末までに支出したもの又は契約事務が終了した委託料　

　　　のうち１件 10 万円以上のもの、工事請負費のうち１件 100 万円以上のもの（繰越明許費を含む。）

　　(3) 監査実施課、実施件数及び契約金額

委託料 工事請負費

監査実施

件数（件）
契約金額（円）

監査実施

件数（件）
契約金額（円）

住民福祉課 3 36,168,000 ー ー

農林水産課 3 28,160,000 ー ー

商工観光課 2 4,840,000 ー ー

建　設　課 3 64,988,000 9 233,695,000

合　　　計 11 134,156,000 9 233,695,000

対象科目

対象課等

　３　監査の主眼

　　　監査は、令和７年度の委託料及び工事請負費に係る財務に関する事務の執行について、正確性、

　　合規性及び効率性の視点から適正かつ効率的に行われているかに重点を置いて実施した。

　４　監査の実施方法

　　　この監査の実施に当たっては、一般に公正妥当と認められた監査基準に準拠し、関係法令に基

　　づき適正かつ効率的に予算の執行がなされているかどうかに主眼を置き、あらかじめ対象となる

　　課から予算執行状況や契約実績等に係る資料の提出を求めるとともに、諸帳票類その他の財務関

　　係書類について抽出により審査を行い、あわせて関係職員から説明を受け、その内容を確認する

　　方法により実施した。

第２　監査の結果

　１　個別意見の区分

　　　監査の結果については、是正又は改善を求めることとした事項を次により指摘事項、指導事項

　　及び検討事項に区分した。
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

消
防
ニ
ュ
ー
ス

消
防
ニ
ュ
ー
ス

雪
下
ろ
し
中
の
事
故
を
想
定

雪
下
ろ
し
中
の
事
故
を
想
定

冬
期
間
の
高
所
救
助
訓
練

　

２
月
17
日
に
積
丹
支
署
屋
上
と
町

所
有
の
倉
庫
を
使
っ
た
事
故
対
応
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
男
性
が
腰

を
痛
め
て
動
け
な
い
状
況
を
想
定
。

駆
け
付
け
た
救
助
隊
員
ら
は
、
屋
根

に
は
し
ご
を
か
け
て
固
定
し
、
ロ
ー

プ
な
ど
の
資
機
材
を
駆
使
し
て
要
救

助
者
を
地
上
へ
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

要
救
助
者
の
迅
速
な
救
助
と
安
全

確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
救
助
隊
員
の
安

全
か
つ
迅
速
な
活
動
に
も
留
意
し
た

救
助
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
、
北
海
道
内
各
地
で

雪
下
ろ
し
中
の
事
故
が
多
発
し
て
お

令
和
７
年
度
積
丹
女
性

　
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
交
歓
会

積
丹
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
山
﨑
美
枝
子
会
長
・
会
員
３
０
８
名
）

交
歓

会
が
積
丹
支
署
で
開
か
れ
ま
し
た
。

15
年
前
の
東
日
本
大
震
災
発
生
日

と
同
じ
３
月
11
日
に
実
施
。
参
加
者

25
名
は
、
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
さ
さ

げ
た
後
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
を
想

定
し
た
非
常
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て

３
品
（
鮭
鍋
、
ご
は
ん
、
ポ
テ
ト
サ

り
、死
亡
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
雪
下
ろ
し
を
す

る
際
は
、
複
数
人
で
行
い
、
高
所
で

作
業
す
る
場
合
は
、
命
綱
を
使
用
し

転
落
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ラ
ダ
）
を
作
り
ま
し
た
。
他
に
も
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

を
使
っ
た
救
命
講
習
や
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
を
実
際
に
組
み
立
て
、
手
順

や
使
い
心
地
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
落
ち
着
い
て
対
応

で
き
る
よ
う
、
自
主
防
災
の
意
識
づ

け
や
日
頃
の
備
え
を
持
て
る
よ
う
な

活
動
を
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　　(1) 指摘事項

　　　　ア　法令、条例、規則、通達に違反しているもの

　　　　イ　収入確保に適切な措置を要するもの

　　　　ウ　予算を目的外に支出しているもの

　　　　エ　予定価格の積算に誤りがあり、契約金額が正当な積算金額を上回っているもの

　　　　オ　経済性、効率性、有効性の見地から改善を要するもの

　　　　カ　経営の健全化を図る必要があるもの又は事業の管理運営に改善を要するもの

　　　　キ　火災事故等が発生しているもの

　　(2) 指導事項

　　　　上記のうち軽易と認められるもの

　　(3) 検討事項

　　　　改善を求める事項の発生が制度に起因していると認められるものなどで、その改善について

　　　検討させるもの

　２　監査結果の概要

　　　今回監査を実施した事務事業については、適正に執行されているものと認められた。

　　　

火災 救急 救助 その他

Ｒ８．２月 １ ９ ０ ２

Ｒ８年累計

（１～２月）
１ １１ ０ ２

Ｒ７年 ３ １２３ ５ ３２

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況
（単位：件）

■積丹支署各種出動状況

※その他には火災・救急・救助以外の消防車が

　出動した件数が含まれます。

≪出動件数は、他町村への応援出動も含みます≫

▲救助用担架をはしごとロープを　

　使って下ろす訓練様子

自
動
体
外
式
除
細
動
器

　

災
害
発
生
時
に
落
ち
着
い
て
対
応

け
や
日
頃
の
備
え
を
持
て
る
よ
う
な

活
動
を
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

活
動
を
今
後
も
継
続
し
ま
す
。

活
動
を
今
後
も
継
続
し
ま
す
。
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私 た ち

春 か ら 新 １ 年 生 で す ！春 か ら 新 １ 年 生 で す ！
（敬称略・順不同）

　　　　菊地 菊地 笑笑
に こ りに こ り

心里心里 齋藤　齋藤　凪凪
な ゆな ゆ

優優

　　佐々木 　　　佐々木 　澪澪
み とみ と

　　 　　 笹山　笹山　純純
い と はい と は

羽羽

　　佐藤　 　　佐藤　 來來
な こな こ

昊昊　　　　田代　田代　修修
しゅうとしゅうと

灯灯

　４月６日は、待ちに待った入学式です。　４月６日は、待ちに待った入学式です。

　新 1年生は、新しいランドセルに夢と希望をた　新 1年生は、新しいランドセルに夢と希望をた

くさんにつめ、新生活に胸をときめかせています。くさんにつめ、新生活に胸をときめかせています。

　初めての通学・学校生活を校下の地域の皆さん、　初めての通学・学校生活を校下の地域の皆さん、

あたたかく見守ってください。あたたかく見守ってください。

　この春入学を迎える児童は、平成 31 年

４月２日から令和２年４月 1日生まれです。

小中学校で卒業式小中学校で卒業式
～最高の仲間たち、ありがとう～～最高の仲間たち、ありがとう～

　町内小中学校で「卒業証書授与式」が行われ、各学校長

から卒業証書が手渡されました。

　新たなスタートラインに立つ卒業生の晴れやかな表情

と、子どもの成長に目を潤ませる保護者の姿がありました。

美国中学校 （卒業生 12名 ・ ３月 13日）

美国小学校 （卒業生８名 ・ ３月 19日） 余別小学校 （卒業生３名 ・ ３月 19日）
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まちまち の 日記帳日記帳

 　３
     15

積丹町初の室内モルック大会

　B＆G海洋センターアリーナで「第１回積丹モルック大

会フレンドリーカップ」が開催されました。

しゃこたん未来創造委員会（津
つ が ね

金卓
すぐる

委員長・美国町）

主催の町内イベントは、今年度の町まちづくり活動支援

助成事業に採択され、昨年10月開催の「第１回しゃこたん

オータムフェスティバル」に続いて２回目。

　16チーム総勢43名がエントリーしたほか、大勢の応援団

も駆けつけ、木でできたモルックとスキットルが当たる音

と歓声で会場は大いに盛り上がりました。津金委員長は、

開催の感謝と「地域の人が主役になる」を引き続き大切に

次の大会開催の意気込みを述べ、大会を締めくくりました。

「第１回積丹モルック大会フレンドリーカップ」

　健康運動指導士の大菅貴広氏とトレーニングコーチの菊

池諒氏を講師に迎え、55歳以上の方を対象とした転倒・寝

たきり予防のための運動教室「てんとうむし教室」がＢ＆

Ｇ海洋センターで行われました。

　転倒予防に関する講座やウォーキング、筋肉トレーニン

グをはじめとした運動指導と、全身を使ったストレッチや

歩行運動のほか、ボールを使用したレクリエーションで体

を動かしました。参加者同士が自然と声をかけ合い、笑い

声も聞こえるなど楽しく「転倒しない体づくり」に心地よ

い汗を流しました。

楽しく転倒しない体づくり
Ｂ＆Ｇ海洋センター「てんとうむし教室」

　びくに保育所、みなと保育所交流会でそれぞれ「ひな祭

り会」が行われました。

　大型絵本で「ひな祭り」の由来を聞いたあと、自分たち

が作ったひな飾りの作品発表をし、ひなあられ運びリレー

や宝探しなどの遊びを行い、楽しい１日となりました。

じょうずにできたかな？
保育所、支援センター「ひな祭り会」

  ２
    10

 　３
      ３

  ２
    17

  ２
    13

  ２
    25

  ３
      ３

 　２
     20

初代王者・ＨＩＫＡ ＦＡＲＭ初代王者・ＨＩＫＡ ＦＡＲＭ

▲コートに並ぶ数字が書かれたスキットルに狙いを定めて
　モルックを放つ選手と観客や応援団
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

①
幹
部
候
補
生:

22
歳
以
上
26
歳
未
満

②
幹
部
候
補
曹:

20
歳
以
上
33
歳
未
満

◆
受
付
期
間

　

４
月
22
㈬
～
６
月
５
日
㈮

◆
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試

験
、
身
体
検
査
等
。

③
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

◆
応
募
資
格:

18
歳
～
33
歳
未
満

◆
受
付
期
間:

随
時

◆
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試

験
、
身
体
測
定
等
。　

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
は
、
車
両
・

船
・
飛
行
機
を
扱
う
職
種
が
１
０
０

種
類
以
上
あ
り
ま
す
。
試
験
内
容
・

イ
ベ
ン
ト
案
内
及
び
各
種
個
別
説
明

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

　

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

４
月
15
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場

　
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施

◆
試
験
日
時　

８
月
25
日
㈫

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
試
験
地　
　

札
幌
市

◆
受
験
料　

　

６
，
９
０
０
円
に
相
当
す
る
額
面

の
北
海
道
収
入
証
紙

◆
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

　

筆
記
試
験
（
食
文
化
概
論
、
公
衆

衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品

衛
生
学
及
び
調
理
理
論
に
つ
い
て
）

◆
受
験
資
格

　

中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
校
を
卒
業
し
、
給
食
施
設
・
飲
食

店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
・
そ
う
ざ

い
製
造
業
で
、
令
和
８
年
５
月
16
日

ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従

事
し
た
者
。

◆
願
書
受
付
期
間

　

４
月
30
日
㈭
~
５
月
15
日
㈮

◆
受
験
願
書
配
布
場
所

　

各
保
健
所
、
支
所
、
北
海
道
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

【
受
験
願
書
提
出
・
問
合
わ
せ
先
】

倶
知
安
保
健
所
余
市
地
域
保
健
支
所

℡
０
１
３
５
ー
23

－

３
１
０
４

「こども誰でも通園制度」が始まります

　令和８年４月から全国で「こども誰でも通園制度」が始まり、

０歳６ケ月から２歳までの児童をびくに保育所で預かることが

できます。

　制度内容やご利用方法などの詳細は、お問合せください。

注）給食・間食の提供はありません。

「 令和８年度保険料率
改定のご案内

　令和８年３月分 ( ４月納付分 ) から健康保険

料率は 10.28％（-0.03％ﾎﾟｲﾝﾄ）、介護保険料率

は 1.62％（+0.03％ﾎﾟｲﾝﾄ）となります。

　また、令和８年４月分 ( ５月納付分 ) より始

まる子ども・子育て支援金率は 0.23％で

す。

　ご自身の健康づくりや医療のかかり方が

将来的な北海道の医療費上昇、保険料率の

伸びを抑えることにもつながりますので、

ご協力いただきますようお願いします。

区　　分 内　　容 備　　　　考

定　　員 １日につき１名 こども誰でも通園制度総合支援システム

での予約となります。利用曜日 月・水・金曜日

利用時間 8：30 ～ 11：30 一月当たり一人 10 時間が上限です。

利用料金 1時間当たり 300 円 所得状況により減免措置があります。

【問合わせ先】
　・住民福祉課　　℡：０１３５-４４-２１１３
　・びくに保育所　℡：０１３５-４４-２２５０

社会福祉法人北海道社会事業協会余市病院

　今年 2 月から休診していましたが、今年 2 月から休診していましたが、 小小
お だ が わお だ が わ

田川田川　泰泰
やすひさやすひさ

久久医師の着任に医師の着任に

伴い、 ４月 1 日㈬から小児科診療を再開します。伴い、 ４月 1 日㈬から小児科診療を再開します。

≪診療スケジュール≫≪診療スケジュール≫

　■毎週水曜日のみ （祝日を除く）　■毎週水曜日のみ （祝日を除く）

　　午前の部 　 ９ ： 00 ～ 11 ： 40　一般外来 （予約なし）　　午前の部 　 ９ ： 00 ～ 11 ： 40　一般外来 （予約なし）

　　午後の部　13 ： 30 ～ 15 ： 00　予防接種 ・ 定期受診等 （予約制）　　午後の部　13 ： 30 ～ 15 ： 00　予防接種 ・ 定期受診等 （予約制）

　　　　　　　　　15 ： 00 ～ 16 ： 30　一般外来 （予約なし）　　　　　　　　　15 ： 00 ～ 16 ： 30　一般外来 （予約なし）

　　〈電話予約受付時間　　　〈電話予約受付時間　平日 15 ： 30 ～ 17 ： 00〉〉

【問合わせ先】余市協会病院 ☎ 0135-23-3126

― 余市協会病院・小児科診療再開のお知らせ ー― 余市協会病院・小児科診療再開のお知らせ ー

【問合わせ先】

　全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部

　℡：０１１-７２６-０３５２
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３年間の集大成を発信
令和４年度から「企業委託型」を創設した

地域おこし協力隊の２期生で、令和８年に任

期満了を迎える３名の隊員による３年間の隊

員活動の「総括」ページの制作３人目です！

３年間の集大成を発信
令和４年度から「企業委託型」を創設した

３年間の集大成を発信
令和４年度から「企業委託型」を創設した

前職は自衛隊の航空部隊で、複数人でチームを組んで飛ぶ、いわゆる

「トップガン」的な職業でした。肩書きも社会からの一定の評価もあり、

また世間的にも高収入で安定した "ちゃんとしている大人側 "だったと

思いますが、コロナをきっかけに社会が大きく変わりだしたのを目にし

て、たった一度の人生のなかで、自分らしく生きていく未来を選択しま

した。

「安定した未来」よりも「挑戦した先の未来」に価値を感じ、「まった

く知らない土地で、自分の人生を試してみたい」と思い、東京でも札幌

でもなく、この積丹を選びました。その日から日々「どう生きていくか」

を自分に問い続けています。

積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町積丹町 地域おこし協力隊地域おこし協力隊がつくるがつくる

町おこし広報町おこし広報 Ｖｏｌ .17

窪田 伶人窪田 伶人
地域おこし協力隊 / ㈱ SHAKOTAN GO 所属地域おこし協力隊 / ㈱ SHAKOTAN GO 所属

　岬の湯しゃこたん副支配人 / baobao 合同会社代表　岬の湯しゃこたん副支配人 / baobao 合同会社代表

　講談社 FORZA STYLE 主催「オシャレ王日本一決定戦」全国大会出場講談社 FORZA STYLE 主催「オシャレ王日本一決定戦」全国大会出場

　祭の音実行委員会 /積丹温泉芸術祭実行委員会 /積丹雪中かくれんぼ実行祭の音実行委員会 /積丹温泉芸術祭実行委員会 /積丹雪中かくれんぼ実行

委員会 /フレッシュボタニカルジンマイスター卒業 etc委員会 /フレッシュボタニカルジンマイスター卒業 etc

ここれまでれまで

- ただいま青春取り戻し中です -

（窪田隊員 ＝写真左手前＝）

岬の湯しゃこたんが私の活動の拠点です。副支配人として、日帰り温泉と宿泊事業全般の運営統括をしました。

協力隊としてのミッションは、宿泊事業の立ち上げと運営展開でしたが、とにかくやれることは何でもやりました。

　一方で、着任１年目に b
バ オ バ オ

aobao 合同会社という名前の会社をつくり、事業も何もないところからスタート。パー

トナー・ウー ( 台湾出身 ) とともに、台湾料理「バオバオ食坊」の構想を始め、店舗の構え先を探す中、岬の湯しゃ

こたんの食堂でのオープンが決まり、急遽昨年オープンに至りました。

　「バオバオ食坊」は、積丹の新鮮な魚介や北海道の食材を使い、台湾料理の技法で調理したメニューを提供する

ことを目指しています。厨房ではウー自身が鍋を振り、店内にはお風呂上がりの町民と、SNS 等を見てやってきた

岬岬の湯と baobao、2 つの顔の湯と baobao、2 つの顔

　今年５月で３年間の地域おこし協力隊の任期を満了しますが、積丹今年５月で３年間の地域おこし協力隊の任期を満了しますが、積丹

での挑戦はここからが本番だと思っています。での挑戦はここからが本番だと思っています。

　積丹の協力隊のなかで、実際に３年後定住している人は数少なく、　積丹の協力隊のなかで、実際に３年後定住している人は数少なく、

私自身その大きな要因と感じているのは、私自身その大きな要因と感じているのは、コミュニティの弱さコミュニティの弱さ、そし、そし

てて事業を通年続けることの難しさ事業を通年続けることの難しさです。どちらもとても難しい課題でです。どちらもとても難しい課題で

あり、すぐに結果が出る答えはなく、日々、人とのつながりを大事に、あり、すぐに結果が出る答えはなく、日々、人とのつながりを大事に、

ここれかられから
観光客が並んで座る、そんな異色文化の

融合が、日常になりつつあります。

　ウーはこの冬、台湾にて台湾料理の技

法をさらに習得中。日本人の私たちにも

馴染みの深い水餃子や、シュウマイなど

仕事の機会をつくり、ご飯がちゃんと出仕事の機会をつくり、ご飯がちゃんと出

て、働く人たちの給料がちゃんと出るて、働く人たちの給料がちゃんと出る

――その当たり前を、ちゃんと回せるよ――その当たり前を、ちゃんと回せるよ

うにするところからはじめていきます。うにするところからはじめていきます。

も今後メニュー

化されていくの

ではないかと思

いますので、ぜ

ひ本場の味を一

度食べに来てみ

てほしいです。

裸足で畑に入って土をいじる ▶
（お世話になっている㈱陽虹舎農場 (婦美町 ) にて）
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№
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日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

５日（日）よ い ち ク リ ニ ッ ク 余市町山田町 21-4570

12日（日）よ い ち 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク 余市町大川町 48-5000

19日（日）脳神経外科よいち汐風クリニック 余市町大川町 21-5566

26日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

29日（水）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

４月の余市管内休日当番病院等

１㈬ ●びくに保育所入所式

２㈭ ●みなと保育所入所式

４月のこよみ

世帯数／　942世帯（－５）

人　口／1,608人  （－５）

男　／　755人  （－２）

女 ／　853人  （－３）

－４月の俳句－
（美国踏青俳句会）

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／０人(±０）●転出／５人(＋２）

●出生／１人(＋１）●死亡／１人(±０)

令和８年２月28日現在､(　)内は前月比

彼ひ

が

ん岸
西に

し風
少
し
咳
こ
む
母
の
声　
　
　

藤
原　

わ
子

初
鰊に

し
んし

ば
ら
く
鰭ひ

れ

の
生
き
て
を
り　
　

戸
来　

和
子

春
の
波
笑
顔
で
岸
に
よ
せ
に
け
り　
　

河
岸　

悟
郎

恋
猫
の
う
か
れ
う
か
れ
て
朝
帰
り　
　

菊
谷　

知
子

君
逝ゆ

き
て
早は

や

一
周
忌
彼
岸
か
な　
　

　

山
﨑
美
枝
子

春
遅
し
煙
棚た

な

引び

く
薪ま

き

ス
ト
ー
ブ　
　
　

福
井　

新
一

診療時間：午前９時～午後５時

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況

≪令和８年２月28日現在≫ 6,601 件　96,702,300 円

全国の皆さま、ご協力ありがとうございました。

交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

０死亡交通事故 の日

2,4592,459日達成

（令和８年３月１日現在）

０

日本年金機構からのお知らせ日本年金機構からのお知らせ

　年金事務所では、年金についての予約相談を実施しています。

　ご予約の際は、基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証書などを

ご準備のうえ、お問い合わせください。

【問合わせ先】日本年金機構ねんきんダイヤル ℡ 0570-05-4890

６㈪
●美国小学校入学式
●美国中学校入学式
●春の全国交通安全運動（15日まで）

24 ㈮
●粗大ごみ収集日

※燃やせないごみの収集日ではありません
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●上下水道使用料金　３月分
　      納期限 ４月 30 日㈭

●住宅使用料　４月分
　      納期限 ４月 30 日㈭

今月の納期今月の納期

( 注 ) 口座振替をこ利用の方は、４月 24 日㈮に引
き落しになりますので、前日までに残高の確認を
お願いします。

【問合わせ先】役場税務課　TEL 44-3384

広報しゃこたん令和８年４月号
26


